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第３章 海岸の維持・管理に関する事項 

 

海岸保全に関する基本的事項である海岸の防護・環境・利用に関する施策を実現していくために、

海岸保全施設の整備に関するハード面での対応のほかに、海岸の維持・管理を適切に実行していく

ことも重要である。以下に海岸の維持・管理に関する対応を示す。 
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１．日常的な管理に関する事項 

 

① 海岸の監視および点検 

海岸保全施設や利便施設はもとより、砂浜などについても定期的なパトロールを行うとと

もに、地域住民などからの情報提供も活用して、施設の汚損や破損等の危険箇所の発見に努

め、背後地の安全と快適な海岸利用の確保を図る。 

 

② 海岸における規制措置 

海岸の占用については、海岸がすべての人に開放された財産であることから、幅広い海岸

利用を阻害しないよう努めるとともに、海岸利用の利便性の向上に資するよう配慮する。 

土石の採取については、海岸の侵食傾向が認められる海岸では、原則的には許可しないも

のとし、その他の行為についても、海岸保全に悪影響を及ぼさないよう慎重に対応すること

とする。海岸の状況に応じて自動車の乗り入れや土石の投棄等の規制も実施する。 

なお、規制措置に違反した者に対しては、原状回復または費用の負担を求め、海岸の保全

を図る。 

 

③ 海岸管理者以外の者が管理する海岸保全施設 

海岸の保全にあたっては、海岸管理者以外の者が管理する海岸保全施設が適切に管理され

ることも重要なことであるため、海岸保全施設を管理する海岸管理者以外の者が、適切な管

理を行っているかを監督し、必要があれば改善の指導・命令などにより、海岸の保全を確保

する。 

 

④ 市町長による海岸の管理 

日常的な海岸の管理は、県より

も地元住民とより密接な関係を有

する市町が実施することが望まし

いことから、積極的に市町が管理

できるようにする。 

 

⑤ 水門、陸閘等の安全かつ確実な

操作 

水門・陸閘等について、災害発

生時に現場操作員の安全を確保し

つつ適切に操作するための操作方

法、訓練等に関する操作規則等を

策定する。また、災害時には海岸
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管理者による障害物の処分等の緊急措置を行う。 

津波等の異常気象発生時に開口部を迅速に閉鎖させるため、統廃合や常時閉鎖、電動化・

自動化を推進する。 

 

⑥ 災害への対応 

高潮（越波）や侵食を防止するため、着実な施設整備と適切な管理を行うとともに、高波

浪時や津波などにおける避難や監視の体制を関係市町などとともに強化し、海岸背後地の住

民の安全を確保する。 

高波浪や津波などが発生した場合には、速やかに海岸を点検し、海岸保全施設の被災が発

見された場合には、速やかな復旧を行い、安全を確保するとともに、被災時の状況や被災原

因等の情報収集を行う。 

また、高潮や津波等の災害に備え、海岸管理者は浸水が想定される地域について事前に把

握し、浸水予測図等を作成する。加えて、地域住民や自主防災組織等の協力を得ながら、平

常時から防災意識の高揚と防災に関する知識の普及を図る。 

 

２．環境問題への対応 

 

① ごみの不法投棄 

ごみの不法投棄による海岸の汚損が目立つことから、関係機関と連携してパトロールなど

を行い、不法投棄を防止するとともに、不法投棄を発見した場合には、刑事告発を含め、厳

正に対処する。 

 

② 漂着ごみ 

異常出水や高波浪等により、海岸には多量のごみが漂着している。漂着ごみについては、

河川管理者や河川流域の市町とも連携して対策を進めるとともに、漂着したごみの処理方法

については、関係市町と県とで定めたルールにより処理を行う。また、国際的な視点も含む

環境教育・ゴミを出さない啓発活動につなげる。 

主に河川からの出水等によって発生した大規模漂着流木は、沿岸域における様々な活動に

支障を与えることから、関係機関と連携して迅速な対応を図るとともに、災害関連緊急大規

模漂着流木等処理対策事業などの国の事業の活用により、漂着流木等の処理を行う。 

 

③ 景観および貴重な生物等への配慮 

本県の海岸（海域）は、大部分が瀬戸内海国立公園に指定されているように優れた景観や

豊かな生物環境を誇っている。生物多様性の確保に向けた藻場・干潟の保全やミティゲーシ

ョン（回避・最小化・代償措置）の視点から、関係機関と連携して景観および貴重な生物の

生息環境の保全に努める。 

また、住民団体や「かがわ「里海」づくり協議会」等による海岸環境の保全取り組みを充

実・拡大させ、環境への意識向上を図る。 

1-90 

管理者による障害物の処分等の緊急措置を行う。 

津波等の異常気象発生時に開口部を迅速に閉鎖させるため、統廃合や常時閉鎖、電動化・

自動化・遠隔化を推進する。 

 

⑥ 災害への対応 

高潮（越波）や侵食を防止するため、着実な施設整備と適切な管理を行うとともに、高波

浪時や津波などにおける避難や監視の体制を関係市町などとともに強化し、海岸背後地の住

民の安全を確保する。 

高波浪や津波などが発生した場合には、速やかに海岸を点検し、海岸保全施設の被災が発

見された場合には、速やかな復旧を行い、安全を確保するとともに、被災時の状況や被災原

因等の情報収集を行う。 

また、高潮や津波等の災害に備え、海岸管理者は浸水が想定される地域について事前に把

握し、浸水予測図等を作成する。加えて、地域住民や自主防災組織等の協力を得ながら、平

常時から防災意識の高揚と防災に関する知識の普及を図る。 

 

２．環境問題への対応 

 

① ごみの不法投棄 

ごみの不法投棄による海岸の汚損が目立つことから、関係機関と連携してパトロールなど

を行い、不法投棄を防止するとともに、不法投棄を発見した場合には、刑事告発を含め、厳

正に対処する。 

 

② 漂着ごみ 

異常出水や高波浪等により、海岸には多量のごみが漂着している。漂着ごみについては、

河川管理者や河川流域の市町とも連携して対策を進めるとともに、漂着したごみの処理方法

については、関係市町と県とで定めたルールにより処理を行う。また、国際的な視点も含む

環境教育・ゴミを出さない啓発活動につなげる。 

主に河川からの出水等によって発生した大規模漂着流木は、沿岸域における様々な活動に

支障を与えることから、関係機関と連携して迅速な対応を図るとともに、災害関連緊急大規

模漂着流木等処理対策事業などの国の事業の活用により、漂着流木等の処理を行う。 

 

③ 景観および貴重な生物等への配慮 

本県の海岸（海域）は、大部分が瀬戸内海国立公園に指定されているように優れた景観や

豊かな生物環境を誇っている。生物多様性の確保に向けた藻場・干潟の保全やミティゲーシ

ョン（回避・最小化・代償措置）の視点から、関係機関と連携して景観および貴重な生物の

生息環境の保全に努める。気候変動による沿岸環境の変化に関する知見を海岸保全施設の整

備及び自然環境の保全・復元施策に反映させることに努める。

現計画 改定案
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３．啓発活動 

 

① マナーの向上 

ごみ問題をはじめとして、人々のマナーの向上により解決・改善できる問題は数多いこと

から、マナーの向上を図るための啓発活動などを行うとともに、向上が図られない場合には、

規制の強化も検討する。 

 

② 海岸愛護活動 

海岸の保全の重要性に鑑み、地域活動や、ボランティア活動を支援し、学校などとも連携

して海岸愛護思想の普及に努める。 

海岸管理者は、海岸の維持等を適正かつ確実に行うことができる法人・団体を海岸協力団

体として指定する。海岸協力団体の活動を支援するため、海岸法上の許可手続を簡素化する

とともに、海岸管理者等が情報提供、助言等を行う。 
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４．海岸保全施設の維持又は修繕に関する事項 

 

定期的な巡視または点検によって施設の損傷・劣化その他の変状の把握に努め、変状が認められ

たときは、適切な維持・修繕の措置を講じ、海岸保全施設の機能維持を図る。 
今後、老朽化施設の増加が見込まれることから、施設の長寿命化計画を策定して維持及び修繕を

計画的に実施し、施設を良好な状態に保つ。 
 

①海岸保全施設の存する区域 

施設の機能を維持しようとする海岸保全施設の存する区域を、海岸保全施設整理表及

び海岸保全施設現況図に示す。 

 

②海岸保全施設の種類、規模及び配置 

海岸保全施設の種類、規模及び配置について、海岸保全施設整理表の現況施設概要の

欄に示す。 

 

③海岸保全施設の維持又は修繕の方法 

各海岸について、地域特性や海岸保全施設の種類、構造等をもとに維持又は修繕の基

本的な考え方を立案し、海岸保全施設整理表の維持又は修繕の方法の欄に示す。 
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が

わ
市

6
5

○
C

B
防

護
重

視
護
岸

 
3
4
0.

4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

0
3
0
1

引
田

海
岸

相
生

馬
宿

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

9
9
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
6
5m

、
堤

防
 
7
2
7
m
、

離
岸

堤
 7

0
0
m
 
、
導

流
堤

 
5
6
m
、

突
堤

11
6
m
、

陸
こ

う
 
1
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

0
4
0
1

馬
宿

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
東

か
が

わ
市

3
4
7

○
C

C
防

護
重

視
堤
防

 
1
5
0m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

0
5
0
1

引
田

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
東

か
が

わ
市

1
,
0
6
4

○
C

C
防

護
重

視
護
岸

 
4
5
4.

8
m
、

堤
防

 
3
2
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

0
6
0
1

引
田

港
海

岸
川

向
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

7
7
0

○
C

B
防

護
重

視
護
岸

 
4
3
8.

7
m
、

胸
壁

 
 
9
.
9m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

0
7
0
1

引
田

海
岸

田
ノ

浦
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

5
3
2

○
A

A
環

境
優

先
護
岸

 
1
7
2.

3
m
、

突
堤

 
1
7
2
.2

m
海

水
浴

な
ど

の
レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

0
8
0
1

安
戸

港
海

岸
松

原
地

区
国

土
(
港

湾
)
東

か
が

わ
市

9
4
3

○
A

C
環

境
優

先
 護

岸
　

47
6
ｍ

、
堤

防
　

2
00

ｍ
貴

重
な

自
然

環
境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

0
8
0
2

安
戸

港
海

岸
安

戸
地

区
国

土
(
港

湾
)
東

か
が

わ
市

4
9
9

○
A

B
環

境
優

先
護
岸

 
3
1
9m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

0
8
0
3

安
戸

港
海

岸
榿

地
区

国
土

(
港

湾
)
東

か
が

わ
市

4
4
2

○
A

B
環

境
優

先
堤
防

　
3
64

ｍ
、

突
堤

　
1
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

0
9
0
1

引
田

海
岸

安
戸

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

4
8
8

○
A

A
環

境
優

先
護
岸

 
3
8
9.

9
m
、

堤
防

 
9
8
m

安
戸

池
養

魚
場

（
ハ

マ
チ

養
殖

発
祥

の
地

）
な

ど
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
で

あ
る

が
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
0
0
1

経
ヶ

島
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

1
9
8

○
A

B
環

境
優

先
堤
防

 
1
9
8m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
1
0
1

白
鳥

港
海

岸
小

松
原

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
1
3
1

○
A

A
環

境
優

先
防
潮

堤
 
62

3
m
、

護
岸

 
8
3
4
.6

m
海

水
浴

な
ど

の
レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
1
0
2

白
鳥

港
海

岸
松

西
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
6
6
0

○
A

A
環

境
優

先
防
潮

堤
 
99

8
m
、

護
岸

 
5
1
4
.1

m
、

突
堤

 
5
9
8
m
、

離
岸

堤
 
 
6
4
1
.8

ｍ
海

水
浴

な
ど

の
レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
2
0
1

三
本

松
港

海
岸

須
賀

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
2
5
2

○
A

A
環

境
優

先
防
潮

堤
 
80

m
海

水
浴

な
ど

の
レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
2
0
2

三
本

松
港

海
岸

三
本

松
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
3
1
9

○
C

B
防

護
重

視
護
岸

 
2
0
4m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
2
0
3

三
本

松
港

海
岸

浜
町

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
6
1
3

○
C

C
防

護
重

視
護
岸

 
4
8
8m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
3
0
1

大
内

海
岸

番
屋

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

9
3
0

○
B

A
利

用
促

進
堤
防

 
9
3
0m

、
陸

こ
う

 
4
基

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
4
0
1

小
磯

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
東

か
が

わ
市

6
6
0

○
B

A
利

用
促

進
護
岸

 
2
3
1.

7
m
、

堤
防

 
1
4
0
m

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
5
0
1

山
田

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

2
,
5
8
0

○
B

A
利

用
促

進
護
岸

 
1
1
33

m
リ

ゾ
ー

ト
施

設
と
連

携
し

た
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
01

1
6
0
1

馬
篠

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
東

か
が

わ
市

4
4
0

○
C

C
防

護
重

視
護
岸

 
2
4
9.

1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
･
さ

ぬ
き

市
01

1
7
0
1

青
木

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

1
,
1
8
3

○
B

A
利

用
促

進
護
岸

 
7
4
6m

海
水

浴
・
ウ

ィ
ン

ド
サ

ー
フ

ィ
ン

な
ど

の
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
1
0
1

津
田

海
岸

中
谷

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

5
9
8

○
B

A
利

用
促

進
堤
防

 
5
9
8m

、
離

岸
堤

 
3
9
0
m 

、
導

流
堤

 
6
0
m
、

陸
こ

う
 
4
基

、
水

門
2基

、
樋

門
 
1
基

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
2
0
1

脇
元

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
6
4
0

○
C

B
防

護
重

視
護
岸

　
3
07

ｍ
、

消
波

工
　

11
7
ｍ

、
陸

閘
　

2
門

　
、

離
岸

堤
　

1
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
3
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
鵜

部
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

1
1
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
6
0
m、

堤
防

 1
1
5
m
、

陸
こ

う
 
2基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
4
0
1

津
田

港
海

岸
西

代
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
8
4
4

○
B

B
環

境
配

慮
護
岸

 
9
4
0.

8
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
4
0
2

津
田

港
海

岸
松

原
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

6
8
0

○
A

A
環

境
優

先
護
岸

 
6
7
m

津
田

の
松

原
へ

の
観

光
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
る

が
、

貴
重

な
自

然
環

境
・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
4
0
3

津
田

港
海

岸
琴

林
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
1
3
3

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
4
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
4
0
4

津
田

港
海

岸
津

田
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
9
0

○
C

B
防

護
重

視
－

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
4
0
5

津
田

港
海

岸
汐

田
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
5
4
3

○
B

B
環

境
配

慮
防
潮

堤
 
11

9
2
m
、

護
岸

 
3
5
6.

4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
5
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
羽

立
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

2
3
5

○
B

A
利

用
促

進
－

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
6
0
1

吉
見

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
3
9
0

○
B

A
利

用
促

進
防
潮

堤
　

4
3
m
、

護
岸

　
8
9
.5

ｍ
、

導
流

堤
　

2基
(
4
9
.0

m
)

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
7
0
1

平
畑

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

4
9
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
3
3
0m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
8
0
1

前
坂

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
さ

ぬ
き

市
1
3
0

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
3
0m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
0
9
0
1

江
泊

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
2
7
8

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
1
0
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
曽

根
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

3
2
0

○
B

B
環

境
配

慮
堤
防

 
3
1
7m

、
導

流
堤

 
3
3
m
、

陸
こ

う
 
4
基

、
消

波
工

 8
9
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
1
1
0
1

猪
塚

港
海

岸
猪

塚
地

区
国

土
(
港

湾
)
さ

ぬ
き

市
1
,
2
0
0

○
B

B
環

境
配

慮
－

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
1
2
0
1

蛇
谷

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

6
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
6
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
1
3
0
1

釜
居

谷
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

4
5
0

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
4
5
0m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
1
4
0
1

野
々

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
さ

ぬ
き

市
1
2
4

B
B

環
境

配
慮

－
自

然
環

境
と

人
々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
1
5
0
1

大
楡

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

8
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

02
1
6
0
1

小
楡

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
さ

ぬ
き

市
9
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O.

市
町
海
岸

地
区

1-93 

 海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

(
1
/
9
)

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長

整
備

対
象

海
　

岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

讃
岐

阿
波

沿
岸

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
1
0
1

引
田

海
岸

坂
元

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
,
4
6
1

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
1
1
1
0
m
、

離
岸

堤
 
8
4
0
m
 
、

導
流

堤
 
1
7
0
m
、

突
堤

 
4
1
m
、

潜
堤

 
4
4
m
、

消
波

工
 
6
3
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
2
0
1

相
生

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
東

か
が

わ
市

6
5

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
3
4
0
.
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
3
0
1

引
田

海
岸

相
生

馬
宿

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

9
9
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
6
5
m
、

堤
防

 
7
2
7
m
、

離
岸

堤
 
7
0
0
m
 
、

導
流

堤
 
5
6
m
、

突
堤

 
1
1
6
m
、

陸
こ

う
 
1
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
4
0
1

馬
宿

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
東

か
が

わ
市

3
4
7

○
C

C
防

護
重

視
堤

防
 
1
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
5
0
1

引
田

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
東

か
が

わ
市

1
,
0
6
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
5
4
.
8
m
、

堤
防

 
3
2
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
6
0
1

引
田

港
海

岸
川

向
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

7
7
0

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
4
3
8
.
7
m
、

胸
壁

 
 
9
.
9
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
7
0
1

引
田

海
岸

田
ノ

浦
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

5
3
2

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
 
1
7
2
.
3
m
、

突
堤

 
1
7
2
.
2
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
8
0
1

安
戸

港
海

岸
松

原
地

区
国

土
(
港

湾
)
東

か
が

わ
市

9
4
3

○
A

C
環

境
優

先
 
護

岸
　

4
7
6
ｍ

、
堤

防
　

2
0
0
ｍ

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
8
0
2

安
戸

港
海

岸
安

戸
地

区
国

土
(
港

湾
)
東

か
が

わ
市

4
9
9

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
3
1
9
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
8
0
3

安
戸

港
海

岸
榿

地
区

国
土

(
港

湾
)
東

か
が

わ
市

4
4
2

○
A

B
環

境
優

先
堤

防
　

3
6
4
ｍ

、
突

堤
　

1
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
0
9
0
1

引
田

海
岸

安
戸

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

4
8
8

A
A

環
境

優
先

護
岸

 
3
8
9
.
9
m
、

堤
防

 
9
8
m

安
戸

池
養

魚
場

（
ハ

マ
チ

養
殖

発
祥

の
地

）
な

ど
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
で

あ
る

が
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
0
0
1

経
ヶ

島
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

1
9
8

○
A

B
環

境
優

先
堤

防
 
1
9
8
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
1
0
1

白
鳥

港
海

岸
小

松
原

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
1
3
1

○
A

A
環

境
優

先
防

潮
堤

 
6
2
3
m
、

護
岸

 
8
3
4
.
6
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
1
0
2

白
鳥

港
海

岸
松

西
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
6
6
0

○
A

A
環

境
優

先
防

潮
堤

 
9
9
8
m
、

護
岸

 
5
1
4
.
1
m
、

突
堤

 
5
9
8
m
、

離
岸

堤
6
4
1
.
8
ｍ

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
2
0
1

三
本

松
港

海
岸

須
賀

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
2
5
2

○
A

A
環

境
優

先
防

潮
堤

 
8
0
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
2
0
2

三
本

松
港

海
岸

三
本

松
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
3
1
9

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
2
0
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
2
0
3

三
本

松
港

海
岸

浜
町

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
6
1
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
8
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
3
0
1

大
内

海
岸

番
屋

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

9
3
0

○
B

A
利

用
促

進
堤

防
 
9
3
0
m
、

陸
こ

う
 
4
基

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
4
0
1

小
磯

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
東

か
が

わ
市

6
6
0

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
2
3
1
.
7
m
、

堤
防

 
1
4
0
m

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
5
0
1

山
田

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

2
,
5
8
0

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
1
1
3
3
m

リ
ゾ

ー
ト

施
設

と
連

携
し

た
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

東
か

が
わ

市
0
1
1
6
0
1

馬
篠

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
東

か
が

わ
市

4
4
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
4
9
.
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

東
か

が
わ

市
･
さ

ぬ
き

市
0
1
1
7
0
1

青
木

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

1
,
1
8
3

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
7
4
6
m

海
水

浴
・
ウ

ィ
ン

ド
サ

ー
フ

ィ
ン

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
1
0
1

津
田

海
岸

中
谷

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

5
9
8

○
B

A
利

用
促

進
堤

防
 
5
9
8
m
、

離
岸

堤
 
3
9
0
m
 
、

導
流

堤
 
6
0
m
、

陸
こ

う
 
4
基

、
水

門
 
2
基

、
樋

門
 
1
基

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
2
0
1

脇
元

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
6
4
0

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
　

3
0
7
ｍ

、
消

波
工

　
1
1
7
ｍ

、
陸

閘
　

2
門

　
、

離
岸

堤
1
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
3
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
鵜

部
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

1
1
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
6
0
m
、

堤
防

 
1
1
5
m
、

陸
こ

う
 
2
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
4
0
1

津
田

港
海

岸
西

代
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
8
4
4

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
9
4
0
.
8
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

や
港

湾
な

ど
の

利
用

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
4
0
2

津
田

港
海

岸
松

原
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

6
8
0

A
A

環
境

優
先

護
岸

 
6
7
m

津
田

の
松

原
へ

の
観

光
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
る

が
、

貴
重

な
自

然
環

境
・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
4
0
3

津
田

港
海

岸
琴

林
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
1
3
3

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
4
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
4
0
4

津
田

港
海

岸
津

田
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
9
0

○
C

B
防

護
重

視
－

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
4
0
5

津
田

港
海

岸
汐

田
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
5
4
3

B
B

環
境

配
慮

防
潮

堤
 
1
1
9
2
m
、

護
岸

 
3
5
6
.
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
5
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
羽

立
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

2
3
5

○
B

A
利

用
促

進
－

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
6
0
1

吉
見

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
3
9
0

○
B

A
利

用
促

進
防

潮
堤

　
4
3
m
、

護
岸

　
8
9
.
5
ｍ

、
導

流
堤

　
2
基

(
4
9
.
0
m
)

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
7
0
1

平
畑

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

4
9
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
3
3
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
8
0
1

前
坂

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
さ

ぬ
き

市
1
3
0

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
3
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
0
9
0
1

江
泊

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
2
7
8

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
0
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
曽

根
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

3
2
0

○
B

B
環

境
配

慮
堤

防
 
3
1
7
m
、

導
流

堤
 
3
3
m
、

陸
こ

う
 
4
基

、
消

波
工

 
8
9
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
1
0
1

猪
塚

港
海

岸
猪

塚
地

区
国

土
(
港

湾
)
さ

ぬ
き

市
1
,
2
0
0

○
B

B
環

境
配

慮
－

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
2
0
1

蛇
谷

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

6
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
6
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
3
0
1

釜
居

谷
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

4
5
0

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
4
5
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
4
0
1

野
々

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
さ

ぬ
き

市
1
2
4

B
B

環
境

配
慮

－
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
5
0
1

大
楡

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

8
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
6
0
1

小
楡

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
さ

ぬ
き

市
9
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町

海
岸

地
区

現計画 改定案
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(2
/9
) 

海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長
整

備
対

象
海

　
岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
70

1
小

田
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

さ
ぬ

き
市

29
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

9
7
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
80

1
さ

ぬ
き

海
岸

本
小

田
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
16

5
C

C
防

護
重

視
堤

防
 
1
6
5
m
、

消
波

工
 
1
6
5m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
90

1
小

田
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)

さ
ぬ

き
市

33
6

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
00

1
志

度
海

岸
浦

小
田

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
1
,
34

0
C

A
利

用
促

進
護

岸
 
1
3
8
0
m
、

離
岸

堤
 
2
40

m
 
、

導
流

堤
 
2
0
9
.
5
m
、

突
堤

 
2
1
6
m
、

陸
こ

う
 
2
基

、
消

波
工

 
4
17

m
、

水
門

 
1
基

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
10

1
苫

張
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

さ
ぬ

き
市

22
0

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
20

1
さ

ぬ
き

海
岸

苫
張

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
37

6
○

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
3
0
7
m
、

離
岸

堤
 
2
6
0m

 
、

陸
こ

う
 
2
基

、
消

波
工

 
11

7
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
30

1
松

ヶ
谷

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
5
0

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
5
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
40

1
長

者
谷

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

さ
ぬ

き
市

6
0

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
3
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
60

1
長

浜
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

さ
ぬ

き
市

22
9

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
70

1
志

度
海

岸
長

浜
新

開
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
1
,
15

2
○

B
B

環
境

配
慮

堤
防

 
1
1
5
2
m
、

離
岸

堤
 
6
00

m
 
、

導
流

堤
 
2
3
m
、

突
堤

 
5
3m

、
陸

こ
う

 
5
基

、
樋

門
 
6
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
80

1
新

開
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

さ
ぬ

き
市

32
9

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
90

1
志

度
海

岸
二

子
浦

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
32

0
○

B
C

環
境

配
慮

堤
防

 
2
9
7
m
、

導
流

堤
 
5
9
m、

突
堤

 
20

0
m
、

陸
こ

う
 2

基
、

水
門

 
1

基
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
00

1
志

度
海

岸
白

方
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
52

7
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
2
4
0
m
、

堤
防

 
1
9
3
m
、

突
堤

 
4
3.

5
m
、

陸
こ

う
 1

基
、

水
門

 
1

基
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
10

1
白

方
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

さ
ぬ

き
市

63
8

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
　

1
5
7
.
5
ｍ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
20

1
さ

ぬ
き

海
岸

伯
父

浦
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
18

5
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
8
2
.
3
m
、

陸
こ

う
 
5基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
30

1
蜂

ヶ
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
16

8
C

C
防

護
重

視
堤

防
 
1
6
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
40

1
さ

ぬ
き

海
岸

穴
子

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
37

5
C

C
防

護
重

視
堤

防
 
3
7
5
m
、

導
流

堤
 
3
1
m、

陸
こ

う
 
4
基

、
樋

門
 
1基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
50

1
室

沖
西

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
32

1
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
6
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
60

1
室

沖
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

さ
ぬ

き
市

50
0

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
70

1
泊

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)

さ
ぬ

き
市

49
1

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
90

1
志

度
港

海
岸

塩
屋

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
さ

ぬ
き

市
1
,
24

7
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
0
7
m
、

防
砂

堤
7
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
90

2
志

度
港

海
岸

寺
町

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
72

9
○

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
3
5
7
.
5
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
90

3
志

度
港

海
岸

新
町

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
95

9
○

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
8
5
6
.
6
5
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

･
高

松
市

0
2
3
90

4
志

度
港

海
岸

原
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
55

9
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
7
7
m
、

物
揚

場
等

8
2ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
10

1
牟

礼
海

岸
原

浜
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
56

1
○

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
5
2
1
m
、

防
砂

堤
 
2
6
m、

導
流

堤
 
8
1
m
、

陸
こ

う
 
1
基

、
消

波
工

2
5
3
m
、

水
門

 
3基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
20

1
房

前
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
52

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
1
5
4
ｍ

、
　

物
揚

場
等

2
16

ｍ
、

　
陸

こ
う

8
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
30

1
牟

礼
港

海
岸

塩
屋

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
80

7
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
6
8
1
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
30

2
牟

礼
港

海
岸

川
東

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
37

3
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

1
4
7
ｍ

、
物

揚
場

等
2
26

ｍ
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
0
30

3
牟

礼
港

海
岸

御
殿

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
1
,
34

9
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
5
5
6
ｍ

、
物

揚
場

等
　

7
93

ｍ
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
0
30

4
牟

礼
港

海
岸

金
山

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
32

7
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
2
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
40

1
金

山
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

高
松

市
45

7
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
50

1
葛

原
港

海
岸

葛
原

地
区

国
土

(
港

湾
)

高
松

市
97

0
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
9
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
60

1
高

尻
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
27

5
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
2
7
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
0
70

1
庵

治
海

岸
高

尻
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
42

0
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

　
4
2
0
ｍ

、
離

岸
堤

　
2
基

、
突

堤
　

2
基

、
陸

閘
　

5
門

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
80

1
鞍

谷
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
37

8
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
3
7
8
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
0
90

1
篠

尾
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
32

3
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

　
5
8
ｍ

、
　

物
揚

場
等

1
0
3ｍ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
1
00

1
鎌

野
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
77

2
○

A
A

環
境

優
先

護
岸

　
5
9
2
ｍ

、
　

物
揚

場
等

2
18

ｍ
海

水
浴

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
1
10

1
庵

治
海

岸
鎌

野
笹

尾
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
54

0
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
5
2
0
m
、

防
砂

堤
 
5
8
m、

陸
こ

う
 
7
基

、
水

門
 
1基

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
20

1
竹

居
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
94

5
○

A
A

環
境

優
先

護
岸

　
4
6
4
ｍ

、
物

揚
場

等
　

2
45

m
海

水
浴

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
1
30

1
江

の
浜

漁
港

海
岸

江
の

浜
地

区
農

水
(
水

産
)

高
松

市
94

7
○

A
A

環
境

優
先

護
岸

　
3
0
3
ｍ

、
物

揚
場

等
　

1
05

m
海

水
浴

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
1
30

2
江

の
浜

漁
港

海
岸

御
殿

地
区

農
水

(
水

産
)

高
松

市
27

5
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
6
4
.
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
1
40

1
庵

治
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
2
,
77

1
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
9
1
7
m
、

物
揚

場
等

　
1
9
94

m
、

胸
壁

　
1
8
3
0
m
、

陸
閘

　
6
4
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
50

1
庵

治
港

海
岸

船
隠

地
区

国
土

(
港

湾
)

高
松

市
1
,
02

5
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
8
2
4
m
、

物
揚

場
等

　
2
4
5m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

NO
.

市
町
海
岸
地
区

1-94 

 海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

(
2
/
9
)

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸

区
域

延
長

整
備

対
象

海
　

岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
7
0
1

小
田

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
2
9
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

9
7
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
8
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
本

小
田

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
6
5

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
1
6
5
m
、

消
波

工
 
1
6
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
1
9
0
1

小
田

浦
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
3
3
6

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
0
0
1

志
度

海
岸

浦
小

田
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

1
,
3
4
0

C
A

利
用

促
進

護
岸

 
1
3
8
0
m
、

離
岸

堤
 
2
4
0
m
 
、

導
流

堤
 
2
0
9
.
5
m
、

突
堤

2
1
6
m
、

陸
こ

う
 
2
基

、
消

波
工

 
4
1
7
m
、

水
門

 
1
基

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
1
0
1

苫
張

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
2
2
0

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
2
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
苫

張
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

3
7
6

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
3
0
7
m
、

離
岸

堤
 
2
6
0
m
 
、

陸
こ

う
 
2
基

、
消

波
工

 
1
1
7
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
3
0
1

松
ヶ

谷
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

5
0

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
5
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
4
0
1

長
者

谷
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
さ

ぬ
き

市
6
0

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
3
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
5
0
1

大
串

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

4
5
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
6
0
1

長
浜

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
2
2
9

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
7
0
1

志
度

海
岸

長
浜

新
開

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
,
1
5
2

○
B

B
環

境
配

慮
堤

防
 
1
1
5
2
m
、

離
岸

堤
 
6
0
0
m
 
、

導
流

堤
 
2
3
m
、

突
堤

 
5
3
m
、

陸
こ

う
 
5
基

、
樋

門
 
6
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
8
0
1

新
開

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
3
2
9

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
2
9
0
1

志
度

海
岸

二
子

浦
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

3
2
0

○
B

C
環

境
配

慮
堤

防
 
2
9
7
m
、

導
流

堤
 
5
9
m
、

突
堤

 
2
0
0
m
、

陸
こ

う
 
2
基

、
水

門
 
1
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
0
0
1

志
度

海
岸

白
方

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

5
2
7

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
2
4
0
m
、

堤
防

 
1
9
3
m
、

突
堤

 
4
3
.
5
m
、

陸
こ

う
 
1
基

、
水

門
 
1
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
1
0
1

白
方

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
6
3
8

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
　

1
5
7
.
5
ｍ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
2
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
伯

父
浦

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
8
5

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
8
2
.
3
m
、

陸
こ

う
 
5
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
3
0
1

蜂
ヶ

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

1
6
8

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
1
6
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
4
0
1

さ
ぬ

き
海

岸
穴

子
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

3
7
5

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
3
7
5
m
、

導
流

堤
 
3
1
m
、

陸
こ

う
 
4
基

、
樋

門
 
1
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
5
0
1

室
沖

西
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

3
2
1

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
6
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
6
0
1

室
沖

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
5
0
0

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
7
0
1

泊
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
さ

ぬ
き

市
4
9
1

○
C

C
防

護
重

視
-

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
8
0
1

玉
浦

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

5
8
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
9
0
1

志
度

港
海

岸
塩

屋
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

さ
ぬ

き
市

1
,
2
4
7

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
0
7
m
、

防
砂

堤
7
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
9
0
2

志
度

港
海

岸
寺

町
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

7
2
9

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
3
5
7
.
5
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

0
2
3
9
0
3

志
度

港
海

岸
新

町
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

9
5
9

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
8
5
6
.
6
5
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

さ
ぬ

き
市

･
高

松
市

0
2
3
9
0
4

志
度

港
海

岸
原

浜
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

5
5
9

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
7
7
m
、

物
揚

場
等

8
2
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
1
0
1

牟
礼

海
岸

原
浜

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

5
6
1

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
5
2
1
m
、

防
砂

堤
 
2
6
m
、

導
流

堤
 
8
1
m
、

陸
こ

う
 
1
基

、
消

波
工

 
2
5
3
m
、

水
門

 
3
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
2
0
1

房
前

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

5
2
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

1
5
4
ｍ

、
　

物
揚

場
等

2
1
6
ｍ

、
　

陸
こ

う
8
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
3
0
1

牟
礼

港
海

岸
塩

屋
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

8
0
7

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
6
8
1
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
3
0
2

牟
礼

港
海

岸
川

東
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
7
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
1
4
7
ｍ

、
物

揚
場

等
2
2
6
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
3
0
3

牟
礼

港
海

岸
御

殿
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
3
4
9

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

5
5
6
ｍ

、
物

揚
場

等
　

7
9
3
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
3
0
4

牟
礼

港
海

岸
金

山
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
2
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
2
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
4
0
1

金
山

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
高

松
市

4
5
7

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
5
0
1

葛
原

港
海

岸
葛

原
地

区
国

土
(
港

湾
)
高

松
市

9
7
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
9
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
6
0
1

高
尻

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

2
7
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
2
7
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
0
7
0
1

庵
治

海
岸

高
尻

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

4
2
0

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
　

4
2
0
ｍ

、
離

岸
堤

　
2
基

、
突

堤
　

2
基

、
陸

閘
　

5
門

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
0
8
0
1

鞍
谷

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

3
7
8

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
3
7
8
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
0
9
0
1

篠
尾

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

3
2
3

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
　

5
8
ｍ

、
　

物
揚

場
等

1
0
3
ｍ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
1
0
0
1

鎌
野

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

7
7
2

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
　

5
9
2
ｍ

、
　

物
揚

場
等

2
1
8
ｍ

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
1
0
1

庵
治

海
岸

鎌
野

笹
尾

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

5
4
0

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
5
2
0
m
、

防
砂

堤
 
5
8
m
、

陸
こ

う
 
7
基

、
水

門
 
1
基

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
2
0
1

竹
居

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

9
4
5

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
　

4
6
4
ｍ

、
物

揚
場

等
　

2
4
5
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
3
0
1

江
の

浜
漁

港
海

岸
江

の
浜

地
区

農
水

(
水

産
)
高

松
市

9
4
7

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
　

3
0
3
ｍ

、
物

揚
場

等
　

1
0
5
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
3
0
2

江
の

浜
漁

港
海

岸
御

殿
地

区
農

水
(
水

産
)
高

松
市

2
7
5

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
6
4
.
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
1
4
0
1

庵
治

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

2
,
7
7
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

9
1
7
m
、

物
揚

場
等

　
1
9
9
4
m
、

胸
壁

　
1
8
3
0
m
、

陸
閘

6
4
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
5
0
1

庵
治

港
海

岸
船

隠
地

区
国

土
(
港

湾
)
高

松
市

1
,
0
2
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

8
2
4
m
、

物
揚

場
等

　
2
4
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町

海
岸

地
区

現計画 改定案
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(3
/9
) 

海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長
整

備
対

象
海

　
岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

東
讃

高
松

市
0
3
1
70

1
久

通
港

海
岸

久
通

地
区

国
土

(
港

湾
)

高
松

市
1
,
42

0
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

　
4
9
7
ｍ

、
物

揚
場

等
　

2
98

m
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

や
港

湾
な

ど
の

利
用

が
あ

る
も

の
の

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
80

1
立

石
港

海
岸

立
石

地
区

国
土

(
港

湾
)

高
松

市
51

1
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
8
5
8
m
、

物
揚

場
等

　
4
5
2m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
90

1
石

場
港

海
岸

石
場

地
区

国
土

(
港

湾
)

高
松

市
57

7
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
6
2
2
m
、

物
揚

場
等

　
1
1
0m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
2
00

1
石

場
海

岸
石

場
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
76

6
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
6
3
1
.
3
m
、

突
堤

 
3
5
0m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
10

1
高

松
港

海
岸

浦
生

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
43

8
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
3
6
3
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
20

1
浦

生
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
1
,
04

7
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
5
9
.
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
10

2
高

松
港

海
岸

屋
島

西
地

区
国

土
(
港

湾
)

香
川

県
1
,
77

8
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

　
1
7
7
8
ｍ

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

高
松

高
松

市
0
3
2
10

3
高

松
港

海
岸

潟
元

･
浜

北
･
子

の
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
2
,
44

6
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
2
3
7
1
ｍ

、
物

揚
場

等
　

75
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
10

4
高

松
港

海
岸

朝
日

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
10

,
01

9
○

C
B

防
護

重
視

護
岸

　
5
4
2
7
ｍ

、
物

揚
場

等
　

45
9
2
ｍ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
10

5
高

松
港

海
岸

北
浜

・
東

浜
地

区
国

土
(
港

湾
)

香
川

県
1
,
61

3
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
6
0
6
ｍ

、
物

揚
場

等
1
0
0
7ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
10

6
高

松
港

海
岸

玉
藻

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
80

0
○

C
C

防
護

重
視

物
揚

場
等

　
4
25

ｍ
、

護
岸

3
7
5
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
10

7
高

松
港

海
岸

西
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
2
,
07

6
○

C
A

利
用

促
進

護
岸

　
1
9
2
4
ｍ

、
物

揚
場

等
1
5
2ｍ

サ
ン

ポ
ー

ト
高

松
に

隣
接

す
る

都
心

の
散

策
空

間
を

提
供

し
て

お
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
30

1
高

松
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
3
,
96

7
○

C
B

防
護

重
視

堤
防

　
5
6
9
ｍ

、
護

岸
　

2
70

ｍ
、

物
揚

場
等

　
2
3
0
0
m、

胸
壁

　
1
9
2
8

ｍ
、

陸
閘

　
6
7基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
10

8
高

松
港

海
岸

弦
打

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
4
,
22

7
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
4
0
6
2
ｍ

　
物

揚
場

等
　

16
5
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
10

9
高

松
港

海
岸

香
西

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
6
,
95

2
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
5
2
6
2
ｍ

、
物

揚
場

等
　

16
9
0
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
11

0
高

松
港

海
岸

神
在

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
1
,
36

2
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

　
9
8
4
ｍ

　
物

揚
場

3
78

ｍ
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

や
港

湾
な

ど
の

利
用

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

五
色

台
高

松
市

0
3
2
11

1
高

松
港

海
岸

生
島

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
3
,
73

3
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

　
3
0
1
2
ｍ

、
物

揚
場

等
　

72
1
ｍ

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

五
色

台
高

松
市

0
3
2
40

1
亀

水
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
1
,
76

0
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

　
4
9
3
ｍ

、
物

揚
場

等
　

2
57

m
、

胸
壁

　
1
4
3
m
、

陸
閘

　
8
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
50

1
庵

治
海

岸
大

島
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
65

1
○

A
B

環
境

優
先

堤
防

 
5
5
1
m
、

陸
こ

う
 
7
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
60

1
大

島
港

海
岸

大
島

地
区

国
土

(
港

湾
)

高
松

市
64

8
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
4
4
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
70

1
大

井
東

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
61

0
A

C
環

境
優

先
護

岸
 
6
1
0
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
80

1
男

木
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
22

0
○

A
C

環
境

優
先

護
岸

　
2
4
8
m
、

物
揚

場
等

　
2
4
8m

、
胸

壁
　

2
2
0
m
、

陸
閘

　
8
基

0
3
2
8
0
1

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
90

1
男

木
港

海
岸

段
畑

地
区

国
土

(
港

湾
)

高
松

市
67

2
○

A
C

環
境

優
先

護
岸

　
2
4
2
m
、

物
揚

場
等

　
4
2
1m

、
胸

壁
　

4
0
7
m
、

陸
閘

　
1
0
基

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
00

1
女

木
島

海
岸

女
木

東
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
1
,
08

0
A

C
環

境
優

先
護

岸
 
1
0
8
1
m
、

突
堤

 
1
5
1
.5

m
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
10

1
女

木
港

海
岸

東
ノ

口
地

区
国

土
(
港

湾
)

高
松

市
1
,
46

0
○

A
C

環
境

優
先

護
岸

　
7
3
7
m
、

物
揚

場
等

　
6
2
0m

、
突

堤
　

3
基

、
胸

壁
　

7
0
5
m
、

陸
閘

　
1
8
基

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
20

1
女

木
海

岸
女

木
南

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
57

0
A

C
環

境
優

先
突

堤
 
1
2
1
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
30

1
西

浦
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

高
松

市
41

1
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

　
2
7
4
ｍ

、
物

揚
場

等
　

1
20

m
、

胸
壁

　
1
2
7
m
、

陸
閘

　
2
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
40

1
女

木
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
1
,
10

0
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
6
4
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

五
色

台
坂

出
市

0
4
0
10

1
木

沢
港

海
岸

　
　

－
国

土
(
港

湾
)

坂
出

市
2
,
16

8
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
1
6
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

五
色

台
坂

出
市

0
4
0
20

1
乃

生
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

坂
出

市
3
,
99

3
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
3
5
8
m
、

物
揚

場
等

 1
6
3
5m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

五
色

台
坂

出
市

0
4
0
30

1
松

ヶ
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
35

0
C

C
防

護
重

視
堤

防
 
3
5
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

五
色

台
坂

出
市

0
4
0
40

1
坂

出
港

海
岸

地
区

1
8

国
土

(
港

湾
)

坂
出

市
3
,
12

0
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
8
8
5
m
、

物
揚

場
等

 2
3
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
40

2
坂

出
港

海
岸

地
区

1
7

国
土

(
港

湾
)

坂
出

市
1
,
98

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
7
2
4
m
、

物
揚

場
等

 2
6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
40

3
坂

出
港

海
岸

地
区

1
6

国
土

(
港

湾
)

坂
出

市
2
,
19

2
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
8
0
9
m
、

物
揚

場
等

 3
8
3
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
40

4
坂

出
港

海
岸

地
区

1
5

国
土

(
港

湾
)

坂
出

市
4
,
18

7
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
5
8
8
m
、

物
揚

場
等

 1
5
9
9m

、
突

堤
 
1
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
40

5
坂

出
港

海
岸

地
区

1
4

国
土

(
港

湾
)

坂
出

市
1
,
26

1
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
6
4
6
m
、

物
揚

場
等

 
61

5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
40

6
坂

出
港

海
岸

地
区

1
3

国
土

(
港

湾
)

坂
出

市
2
,
20

5
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
1
9
0
m
、

水
門

 
2
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
40

7
坂

出
港

海
岸

地
区

1
2

国
土

(
港

湾
)

坂
出

市
3
,
26

8
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
7
2
5
m
、

物
揚

場
等

 1
5
4
3m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
40

8
坂

出
港

海
岸

地
区

1
1

国
土

(
港

湾
)

坂
出

市
1
,
51

2
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
3
9
2
m
、

物
揚

場
等

 1
2
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
40

9
坂

出
港

海
岸

地
区

1
0

国
土

(
港

湾
)

坂
出

市
1
,
16

8
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
4
8
m
、

物
揚

場
等

 
32

0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
41

0
坂

出
港

海
岸

地
区

9
国

土
(
港

湾
)

坂
出

市
1
,
03

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
9
1
2
m
、

物
揚

場
等

 
12

2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
41

1
坂

出
港

海
岸

地
区

8
国

土
(
港

湾
)

坂
出

市
51

9
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
1
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
41

2
坂

出
港

海
岸

地
区

2
国

土
(
港

湾
)

坂
出

市
1
,
37

3
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
3
1
3
m
、

物
揚

場
等

 6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

NO
.

市
町
海
岸
地
区

1-95 

 海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

(
3
/
9
)

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長

整
備

対
象

海
　

岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

東
讃

高
松

市
0
3
1
7
0
1

久
通

港
海

岸
久

通
地

区
国

土
(
港

湾
)
高

松
市

1
,
4
2
0

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
　

4
9
7
ｍ

、
物

揚
場

等
　

2
9
8
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

東
讃

高
松

市
0
3
1
8
0
1

立
石

港
海

岸
立

石
地

区
国

土
(
港

湾
)
高

松
市

5
1
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

8
5
8
m
、

物
揚

場
等

　
4
5
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
1
9
0
1

石
場

港
海

岸
石

場
地

区
国

土
(
港

湾
)
高

松
市

5
7
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

6
2
2
m
、

物
揚

場
等

　
1
1
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

東
讃

高
松

市
0
3
2
0
0
1

石
場

海
岸

石
場

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

7
6
6

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
6
3
1
.
3
m
、

突
堤

 
3
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
0
1

高
松

港
海

岸
浦

生
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

4
3
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

3
6
3
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
2
0
1

浦
生

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

1
,
0
4
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
5
9
.
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
0
2

高
松

港
海

岸
屋

島
西

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
7
7
8

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
　

1
7
7
8
ｍ

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
0
3

高
松

港
海

岸
潟

元
･
浜

北
･
子

の
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

2
,
4
4
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

2
3
7
1
ｍ

、
物

揚
場

等
　

7
5
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
0
4

高
松

港
海

岸
朝

日
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
0
,
0
1
9

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
　

5
4
2
7
ｍ

、
物

揚
場

等
　

4
5
9
2
ｍ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
0
5

高
松

港
海

岸
北

浜
・

東
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
6
1
3

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
6
0
6
ｍ

、
物

揚
場

等
1
0
0
7
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
0
6

高
松

港
海

岸
玉

藻
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

8
0
0

C
C

防
護

重
視

物
揚

場
等

　
4
2
5
ｍ

、
護

岸
3
7
5
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
0
7

高
松

港
海

岸
西

浜
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

2
,
0
7
6

○
C

A
利

用
促

進
護

岸
　

1
9
2
4
ｍ

、
物

揚
場

等
1
5
2
ｍ

サ
ン

ポ
ー

ト
高

松
に

隣
接

す
る

都
心

の
散

策
空

間
を

提
供

し
て

お
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
3
0
1

高
松

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

3
,
9
6
7

○
C

B
防

護
重

視
堤

防
　

5
6
9
ｍ

、
護

岸
　

2
7
0
ｍ

、
物

揚
場

等
　

2
3
0
0
m
、

胸
壁

1
9
2
8
ｍ

、
陸

閘
　

6
7
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
0
8

高
松

港
海

岸
弦

打
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

4
,
2
2
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

4
0
6
2
ｍ

　
物

揚
場

等
　

1
6
5
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
0
9

高
松

港
海

岸
香

西
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

6
,
9
5
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

5
2
6
2
ｍ

、
物

揚
場

等
　

1
6
9
0
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

高
松

高
松

市
0
3
2
1
1
0

高
松

港
海

岸
神

在
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
3
6
2

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
　

9
8
4
ｍ

　
物

揚
場

3
7
8
ｍ

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

五
色

台
高

松
市

0
3
2
1
1
1

高
松

港
海

岸
生

島
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
,
7
3
3

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
　

3
0
1
2
ｍ

、
物

揚
場

等
　

7
2
1
ｍ

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

五
色

台
高

松
市

0
3
2
4
0
1

亀
水

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

1
,
7
6
0

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
　

4
9
3
ｍ

、
物

揚
場

等
　

2
5
7
m
、

胸
壁

　
1
4
3
m
、

陸
閘

　
8

基
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

や
漁

業
な

ど
の

産
業

活
動

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
5
0
1

庵
治

海
岸

大
島

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

6
5
1

○
A

B
環

境
優

先
堤

防
 
5
5
1
m
、

陸
こ

う
 
7
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
6
0
1

大
島

港
海

岸
大

島
地

区
国

土
(
港

湾
)
高

松
市

6
4
8

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
4
4
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
7
0
1

大
井

東
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

6
1
0

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
6
1
0
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
8
0
1

男
木

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

2
2
0

○
A

C
環

境
優

先
護

岸
　

2
4
8
m
、

物
揚

場
等

　
2
4
8
m
、

胸
壁

　
2
2
0
m
、

陸
閘

　
8
基

0
3
2
8
0
1

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
2
9
0
1

男
木

港
海

岸
段

畑
地

区
国

土
(
港

湾
)
高

松
市

6
7
2

○
A

C
環

境
優

先
護

岸
　

2
4
2
m
、

物
揚

場
等

　
4
2
1
m
、

胸
壁

　
4
0
7
m
、

陸
閘

　
1
0

基
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
0
0
1

女
木

島
海

岸
女

木
東

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
,
0
8
0

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
1
0
8
1
m
、

突
堤

 
1
5
1
.
5
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
1
0
1

女
木

港
海

岸
東

ノ
口

地
区

国
土

(
港

湾
)
高

松
市

1
,
4
6
0

○
A

C
環

境
優

先
護

岸
　

7
3
7
m
、

物
揚

場
等

　
6
2
0
m
、

突
堤

　
3
基

、
胸

壁
7
0
5
m
、

陸
閘

　
1
8
基

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
2
0
1

女
木

海
岸

女
木

南
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

5
7
0

A
C

環
境

優
先

突
堤

 
1
2
1
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
3
0
1

西
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
高

松
市

4
1
1

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
　

2
7
4
ｍ

、
物

揚
場

等
　

1
2
0
m
、

胸
壁

　
1
2
7
m
、

陸
閘

　
2

基
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

や
漁

業
な

ど
の

産
業

活
動

が
あ

る
も

の
の

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
高

松
市

0
3
3
4
0
1

女
木

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

1
,
1
0
0

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
6
4
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

五
色

台
坂

出
市

0
4
0
1
0
1

木
沢

港
海

岸
　

　
－

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

2
,
1
6
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
1
6
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

五
色

台
坂

出
市

0
4
0
2
0
1

乃
生

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
坂

出
市

3
,
9
9
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
3
5
8
m
、

物
揚

場
等

 
1
6
3
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

五
色

台
坂

出
市

0
4
0
3
0
1

松
ヶ

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

3
5
0

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
3
5
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

五
色

台
坂

出
市

0
4
0
4
0
1

坂
出

港
海

岸
地

区
1
8

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

3
,
1
2
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
8
8
5
m
、

物
揚

場
等

 
2
3
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
0
2

坂
出

港
海

岸
地

区
1
7

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

1
,
9
8
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
7
2
4
m
、

物
揚

場
等

 
2
6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
0
3

坂
出

港
海

岸
地

区
1
6

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

2
,
1
9
2

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
8
0
9
m
、

物
揚

場
等

 
3
8
3
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
0
4

坂
出

港
海

岸
地

区
1
5

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

4
,
1
8
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
5
8
8
m
、

物
揚

場
等

 
1
5
9
9
m
、

突
堤

 
1
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
0
5

坂
出

港
海

岸
地

区
1
4

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

1
,
2
6
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
6
4
6
m
、

物
揚

場
等

 
6
1
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
0
6

坂
出

港
海

岸
地

区
1
3

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

2
,
2
0
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
1
9
0
m
、

水
門

 
2
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
0
7

坂
出

港
海

岸
地

区
1
2

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

3
,
2
6
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
7
2
5
m
、

物
揚

場
等

 
1
5
4
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
0
8

坂
出

港
海

岸
地

区
1
1

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

1
,
5
1
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
3
9
2
m
、

物
揚

場
等

 
1
2
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
0
9

坂
出

港
海

岸
地

区
1
0

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

1
,
1
6
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
8
4
8
m
、

物
揚

場
等

 
3
2
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
1
0

坂
出

港
海

岸
地

区
9

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

1
,
0
3
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
9
1
2
m
、

物
揚

場
等

 
1
2
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
1
1

坂
出

港
海

岸
地

区
8

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

5
1
9

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
1
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
1
2

坂
出

港
海

岸
地

区
2

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

1
,
3
7
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
3
1
3
m
、

物
揚

場
等

 
6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町

海
岸

地
区

現計画 改定案
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(4
/9
) 

海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長
整

備
対

象
海

　
岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
41

3
坂

出
港

海
岸

地
区

1
国

土
(
港

湾
)
坂

出
市

37
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
7
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
50

1
御

供
所

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
坂

出
市

1
,
33

1
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
9
7
1
m
、

物
揚

場
等

 
3
6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
60

1
東

浦
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
坂

出
市

93
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
5
4
m
、

物
揚

場
等

 
4
7
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
70

1
西

浦
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
坂

出
市

1
,
12

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
1
7
m
、

物
揚

場
等

 
7
6
5
m
、

突
堤

 
1
8m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
80

1
坂

出
海

岸
沙

弥
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

41
5

A
A

環
境

優
先

護
岸

 
3
3
0
m
、

離
岸

堤
 
2
2
0
m
 
、

突
堤

 
7
0
m、

潜
堤

 
1
9
.
2
m
、

陸
こ

う
2基

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
0
90

1
西

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

54
0

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
00

1
堂

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
坂

出
市

38
0

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
2
2
6
.
1
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
10

1
岩

黒
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
坂

出
市

29
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
4
3
m
、

物
揚

場
等

 
1
5
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
20

1
櫃

石
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
坂

出
市

1
,
17

6
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
3
5
m
、

物
揚

場
等

 
6
4
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
30

1
与

島
港

海
岸

地
区

9
国

土
(
港

湾
)
坂

出
市

52
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
2
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
30

2
与

島
港

海
岸

地
区

1
0

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

43
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
9
3
m
、

物
揚

場
等

 
1
3
7
m
、

突
堤

 
1
7m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
30

3
与

島
港

海
岸

地
区

1
1

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

24
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
4
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
30

4
与

島
港

海
岸

地
区

6
国

土
(
港

湾
)
坂

出
市

99
9

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
9
9
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
30

5
与

島
港

海
岸

地
区

7
国

土
(
港

湾
)
坂

出
市

84
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
9
8
m
、

物
揚

場
等

 
4
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
30

6
与

島
港

海
岸

地
区

1
7

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

76
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
0
6
m
、

物
揚

場
等

 
6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
宇

多
津

町
0
5
0
10

1
宇

多
津

海
岸

吉
田

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

78
1

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
8
0
.
5
m
、

防
波

堤
 
1
2
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
宇

多
津

町
0
5
0
20

1
北

浦
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
宇

多
津

町
79

5
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
7
8
.
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
宇

多
津

町
0
5
0
30

1
宇

多
津

港
海

岸
北

浦
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

86
6

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
7
1
6
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
宇

多
津

町
0
5
0
30

2
宇

多
津

港
海

岸
宇

夫
階

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

2
,
72

5
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
2
9
4
3
m

臨
海

公
園

と
連

携
し

た
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

0
6
0
10

1
宇

多
津

港
海

岸
土

器
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

2
,
16

9
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
9
8
6
.
8
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

0
6
0
20

1
丸

亀
港

海
岸

富
士

見
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

5
,
12

9
○

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
2
3
6
6
.
5
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

0
6
0
20

2
丸

亀
港

海
岸

蓬
莱

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

丸
亀

市
6
,
43

6
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
4
6
6
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

0
6
0
20

3
丸

亀
港

海
岸

昭
和

地
区

国
土

(
港

湾
)

国
土

(
水

国
)

香
川

県
丸

亀
市

4
,
43

1
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
7
3
6
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

･
多

度
津

町
0
6
0
30

1
丸

亀
多

度
津

海
岸

中
津

豊
原

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
,
57

2
○

B
A

利
用

促
進

堤
防

 
1
5
7
1
.
7
m
、

突
堤

 
4
1
5
m
、

陸
こ

う
 
4基

、
消

波
工

 
8
8
5
.
8m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
40

1
向

島
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

32
3

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
50

1
向

島
南

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

77
6

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
60

1
向

島
北

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

50
7

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
70

1
本

島
港

海
岸

港
そ

の
１

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

77
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

7
4
4
ｍ

、
 
胸

壁
 
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
70

2
本

島
港

海
岸

港
そ

の
２

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

1
,
70

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
6
1
6
ｍ

（
内

二
線

堤
2
1
0
ｍ

）
、

突
堤

　
2
1
8
.
5
ｍ

、
潜

堤
　

6
2

ｍ
、

 
胸

壁
 
1
5
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
70

3
本

島
港

海
岸

港
そ

の
３

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

1
,
38

5
○

C
C

防
護

重
視

堤
防

　
1
8
0
ｍ

、
 
胸

壁
 
1
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
90

1
生

ノ
浜

港
海

岸
浜

辺
地

区
国

土
(
港

湾
)
丸

亀
市

37
1

C
B

防
護

重
視

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

や
港

湾
な

ど
の

利
用

は
あ

る
も

の
の

、
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
00

1
本

島
丸

亀
海

岸
生

ノ
浜

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

55
0

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
5
5
0
m
、

離
岸

堤
 
3
0
8
m
 
、

突
堤

 
1
4
0m

、
陸

こ
う

 
6
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
10

1
本

島
丸

亀
海

岸
尻

浜
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

52
4

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
2
4
m
、

離
岸

堤
 
1
4
0
m
 
、

突
堤

 
1
4
9m

、
陸

こ
う

 
6
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
20

1
本

島
丸

亀
海

岸
福

田
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

35
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
5
0
m
、

離
岸

堤
 
1
8
0
m
 
、

突
堤

 
9
8
m、

陸
こ

う
 
4
基

、
消
波

工
23

4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
30

1
福

田
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
丸

亀
市

37
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
0
8
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
40

1
大

浦
港

海
岸

浜
辺

地
区

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

1
,
48

9
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
9
5
m
、

堤
防

 
96

9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
50

1
屋

釜
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

62
0

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
 
4
4
0
.
4
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
60

1
笠

島
西

の
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
丸

亀
市

5
2

A
B

環
境

優
先

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
あ

る
も

の
の

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
70

1
笠

島
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

55
2

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
1
0
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
80

1
笠

島
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
丸

亀
市

43
6

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
3
0
2
.
2
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
90

1
新

在
家

港
海

岸
浜

辺
地

区
国

土
(
港

湾
)
丸

亀
市

16
2

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
1
6
2
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
00

1
里

浦
港

海
岸

　
　

－
国

土
(
港

湾
)
丸

亀
市

60
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
8
m
、

堤
防

 
5
17

m
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
10

1
牛

島
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

51
3

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
1
5
3
.
8
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

整
備

上
の

配
慮

項
目

NO
.

市
町
海
岸
地
区

1-96 

 海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

(
4
/
9
)

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長

整
備

対
象

海
　

岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
4
1
3

坂
出

港
海

岸
地

区
1

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

3
7
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
7
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
5
0
1

御
供

所
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
坂

出
市

1
,
3
3
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
9
7
1
m
、

物
揚

場
等

 
3
6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
6
0
1

東
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
坂

出
市

9
3
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
5
4
m
、

物
揚

場
等

 
4
7
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
7
0
1

西
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
坂

出
市

1
,
1
2
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
1
7
m
、

物
揚

場
等

 
7
6
5
m
、

突
堤

 
1
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
坂

出
市

0
4
0
8
0
1

坂
出

海
岸

沙
弥

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

4
1
5

A
A

環
境

優
先

護
岸

 
3
3
0
m
、

離
岸

堤
 
2
2
0
m
 
、

突
堤

 
7
0
m
、

潜
堤

 
1
9
.
2
m
、

陸
こ

う
 
2
基

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
0
9
0
1

西
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

5
4
0

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
0
0
1

堂
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
坂

出
市

3
8
0

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
2
2
6
.
1
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
1
0
1

岩
黒

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
坂

出
市

2
9
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
4
3
m
、

物
揚

場
等

 
1
5
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
2
0
1

櫃
石

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
坂

出
市

1
,
1
7
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
3
5
m
、

物
揚

場
等

 
6
4
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
3
0
1

与
島

港
海

岸
地

区
9

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

5
2
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
2
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
3
0
2

与
島

港
海

岸
地

区
1
0

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

4
3
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
9
3
m
、

物
揚

場
等

 
1
3
7
m
、

突
堤

 
1
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
3
0
3

与
島

港
海

岸
地

区
1
1

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

2
4
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
4
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
3
0
4

与
島

港
海

岸
地

区
6

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

9
9
9

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
9
9
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
3
0
5

与
島

港
海

岸
地

区
7

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

8
4
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
9
8
m
、

物
揚

場
等

 
4
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
坂

出
市

0
4
1
3
0
6

与
島

港
海

岸
地

区
1
7

国
土

(
港

湾
)
坂

出
市

7
6
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
0
6
m
、

物
揚

場
等

 
6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
宇

多
津

町
0
5
0
1
0
1

宇
多

津
海

岸
吉

田
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

7
8
1

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
8
0
.
5
m
、

防
波

堤
 
1
2
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
宇

多
津

町
0
5
0
2
0
1

北
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
宇

多
津

町
7
9
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
7
8
.
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
宇

多
津

町
0
5
0
3
0
1

宇
多

津
港

海
岸

北
浦

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

8
6
6

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
7
1
6
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
宇

多
津

町
0
5
0
3
0
2

宇
多

津
港

海
岸

宇
夫

階
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

2
,
7
2
5

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
2
9
4
3
m

臨
海

公
園

と
連

携
し

た
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

0
6
0
1
0
1

宇
多

津
港

海
岸

土
器

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

2
,
1
6
9

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
9
8
6
.
8
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

0
6
0
2
0
1

丸
亀

港
海

岸
富

士
見

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

5
,
1
2
9

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
2
3
6
6
.
5
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

0
6
0
2
0
2

丸
亀

港
海

岸
蓬

莱
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

丸
亀

市
6
,
4
3
6

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
4
6
6
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

0
6
0
2
0
3

丸
亀

港
海

岸
昭

和
地

区
国

土
(
港

湾
)

国
土

(
水

香
川

県
丸

亀
市

4
,
4
3
1

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
7
3
6
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
丸

亀
市

･
多

度
津

町
0
6
0
3
0
1

丸
亀

多
度

津
海

岸
中

津
豊

原
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

1
,
5
7
2

○
B

A
利

用
促

進
堤

防
 
1
5
7
1
.
7
m
、

突
堤

 
4
1
5
m
、

陸
こ

う
 
4
基

、
消

波
工

8
8
5
.
8
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
4
0
1

向
島

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

3
2
3

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
5
0
1

向
島

南
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

7
7
6

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
6
0
1

向
島

北
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

5
0
7

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
7
0
1

本
島

港
海

岸
港

そ
の

１
国

土
(
港

湾
)
丸

亀
市

7
7
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

7
4
4
ｍ

、
 
胸

壁
 
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
7
0
2

本
島

港
海

岸
港

そ
の

２
国

土
(
港

湾
)
丸

亀
市

1
,
7
0
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

6
1
6
ｍ

（
内

二
線

堤
2
1
0
ｍ

）
、

突
堤

　
2
1
8
.
5
ｍ

、
潜

堤
6
2
ｍ

、
 
胸

壁
 
1
5
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
7
0
3

本
島

港
海

岸
港

そ
の

３
国

土
(
港

湾
)
丸

亀
市

1
,
3
8
5

○
C

C
防

護
重

視
堤

防
　

1
8
0
ｍ

、
 
胸

壁
 
1
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
8
0
1

小
坂

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

2
0
0

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
0
9
0
1

生
ノ

浜
港

海
岸

浜
辺

地
区

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

3
7
1

C
B

防
護

重
視

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

や
港

湾
な

ど
の

利
用

は
あ

る
も

の
の

、
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
0
0
1

本
島

丸
亀

海
岸

生
ノ

浜
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

5
5
0

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
5
5
0
m
、

離
岸

堤
 
3
0
8
m
 
、

突
堤

 
1
4
0
m
、

陸
こ

う
 
6
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
1
0
1

本
島

丸
亀

海
岸

尻
浜

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

5
2
4

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
2
4
m
、

離
岸

堤
 
1
4
0
m
 
、

突
堤

 
1
4
9
m
、

陸
こ

う
 
6
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
2
0
1

本
島

丸
亀

海
岸

福
田

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

3
5
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
5
0
m
、

離
岸

堤
 
1
8
0
m
 
、

突
堤

 
9
8
m
、

陸
こ

う
 
4
基

、
消

波
工

 
2
3
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
3
0
1

福
田

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
丸

亀
市

3
7
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
0
8
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
4
0
1

大
浦

港
海

岸
浜

辺
地

区
国

土
(
港

湾
)
丸

亀
市

1
,
4
8
9

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
9
5
m
、

堤
防

 
9
6
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
5
0
1

屋
釜

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

6
2
0

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
 
4
4
0
.
4
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
6
0
1

笠
島

西
の

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
丸

亀
市

5
2

A
B

環
境

優
先

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
あ

る
も

の
の

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
7
0
1

笠
島

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

5
5
2

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
1
0
4
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
8
0
1

笠
島

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
丸

亀
市

4
3
6

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
3
0
2
.
2
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
1
9
0
1

新
在

家
港

海
岸

浜
辺

地
区

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

1
6
2

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
1
6
2
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
0
0
1

里
浦

港
海

岸
　

　
－

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

6
0
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
8
m
、

堤
防

 
5
1
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
1
0
1

牛
島

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

5
1
3

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
1
5
3
.
8
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町

海
岸

地
区

現計画 改定案
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(5
/9
) 

海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長
整

備
対

象
海

　
岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
20

1
小

浦
港

海
岸

港
地

区
国

土
(
港

湾
)

丸
亀

市
57

2
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
7
6
m
、

堤
防

 
6
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
30

1
里

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
21

0
A

C
環

境
優

先
護

岸
 
2
1
0
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
40

1
広

島
東

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
1
,
67

5
A

C
環

境
優

先
護

岸
 
5
1
5
.
9
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
50

1
稲

田
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
45

0
A

C
環

境
優

先
護

岸
 
4
5
1
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
60

1
江

ノ
浦

港
海

岸
港

そ
の

１
国

土
(
港

湾
)

丸
亀

市
1
,
13

0
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
3
9
5
ｍ

、
 
胸

壁
 
8
9m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
60

2
江

ノ
浦

港
海

岸
港

そ
の

２
国

土
(
港

湾
)

丸
亀

市
1
,
06

7
○

C
C

防
護

重
視

胸
壁

 
1
1
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
70

1
広

島
丸

亀
海

岸
甲

路
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
1
,
01

2
C

C
防

護
重

視
－

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
80

1
甲

路
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

丸
亀

市
45

9
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
8
5
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
90

1
青

木
港

海
岸

市
井

地
区

国
土

(
港

湾
)

丸
亀

市
76

5
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
4
4
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
90

2
青

木
港

海
岸

青
木

地
区

国
土

(
港

湾
)

丸
亀

市
76

0
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
6
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
10

1
茂

浦
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

丸
亀

市
57

8
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
6
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
20

1
茂

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
51

5
C

C
防

護
重

視
－

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
30

1
ハ

ジ
カ

ミ
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

丸
亀

市
16

7
A

C
環

境
優

先
－

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
40

1
手

島
港

海
岸

港
地

区
国

土
(
港

湾
)

丸
亀

市
79

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
3
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
50

1
手

島
網

手
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

丸
亀

市
16

0
C

C
防

護
重

視
－

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
60

1
手

島
西

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
51

0
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
1
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
70

1
小

手
島

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)

丸
亀

市
74

3
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
4
2
.
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
80

1
小

手
島

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
89

0
C

C
防

護
重

視
－

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
10

1
多

度
津

港
海

岸
多

度
津

東
地

区
国

土
(
港

湾
)

香
川

県
多

度
津

町
3
,
79

5
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
1
4
2
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
10

2
多

度
津

港
海

岸
多

度
津

西
地

区
国

土
(
港

湾
)

香
川

県
多

度
津

町
5
,
40

8
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
2
2
4
3
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
20

1
多

度
津

海
岸

東
白

方
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
45

5
○

B
B

環
境

配
慮

堤
防

 
4
5
5
m
、

離
岸

堤
 
2
8
5.

2
m
 、

導
流

堤
 
9
m
、

突
堤

 
1
11

m
、

陸
こ

う
 
6
基

、
消

波
工

 
7
5
m
、

水
門

 3
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
30

1
白

方
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

多
度

津
町

50
8

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
5
5
7
.
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
40

1
多

度
津

海
岸

西
白

方
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
58

8
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
5
8
8
m

マ
リ

ン
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
60

1
見

立
港

海
岸

浜
地

区
国

土
(
港

湾
)

多
度

津
町

1
,
41

6
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
5
3
9
m
、

堤
防

 
5
5
5
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
0
70

1
高

見
板

持
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
70

5
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
6
0
8
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
0
80

1
高

見
港

海
岸

浜
ノ

浦
地

区
国

土
(
港

湾
)

多
度

津
町

3
,
26

2
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
1
7
4
8
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
1
00

1
佐

柳
港

海
岸

本
浦

・
長

崎
地

区
国

土
(
港

湾
)

多
度

津
町

3
,
82

0
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
2
4
7
7
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
1
10

1
長

崎
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
1
,
47

4
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
1
4
2
1
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
1
20

1
佐

柳
島

多
度

津
海

岸
長

崎
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
28

0
A

B
環

境
優

先
堤

防
 
2
8
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
10

1
大

見
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
78

0
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
8
1
3
.
2
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
30

1
詫

間
港

海
岸

水
出

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
3
,
63

7
○

C
B

防
護

重
視

護
岸

　
3
6
3
7
ｍ

、
　

陸
閘

2基
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

や
港

湾
な

ど
の

利
用

は
あ

る
も

の
の

、
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
30

2
詫

間
港

海
岸

経
面

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
5
,
76

8
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

　
5
7
6
8
ｍ

、
　

陸
閘

5基
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

や
港

湾
な

ど
の

利
用

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
30

3
詫

間
港

海
岸

浜
田

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
4
,
12

4
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
4
1
2
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
30

4
詫

間
港

海
岸

高
谷

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
三

豊
市

1
,
85

1
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
1
8
5
1
ｍ

、
　

陸
閘

4基
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
30

5
詫

間
港

海
岸

香
田

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
3
,
16

6
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

　
3
1
6
6
ｍ

、
突

堤
　

4基
、

離
岸

堤
　

2
基

、
樋

門
　

1基
、

消
波

堤
　

1
1
7
4
ｍ

、
陸

閘
　

3
0
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
40

1
詫

間
海

岸
楠

浜
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
77

5
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
2
0
6
.
1
m

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
50

1
船

越
港

海
岸

　
　

－
国

土
(
港

湾
)

三
豊

市
1
,
21

3
○

B
B

環
境

配
慮

－
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

や
港

湾
な

ど
の

利
用

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
60

1
詫

間
海

岸
船

越
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
1
,
21

3
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
4
0
m
、

堤
防

 
7
6
8
m
、

導
流

堤
 
20

m
、

突
堤

 
7
3
m、

陸
こ

う
 
1
3

基
、

消
波

工
 
53

5
m
、

水
門

 
1
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
80

1
詫

間
海

岸
積

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
48

7
○

B
B

環
境

配
慮

堤
防

 
2
7
3
.
5
m
、

突
堤

 
9
0
m、

陸
こ

う
 
3
基

、
水

門
 
1基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
90

1
積

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)

三
豊

市
44

8
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
1
1
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
00

1
黒

崎
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

三
豊

市
12

5
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
0
8
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
10

1
箱

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
46

6
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
2
5
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
20

1
詫

間
海

岸
箱

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
1
,
53

9
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
4
4
4
.
8
m
、

堤
防

 
6
1
4m

、
突

堤
 7

4
m
、

陸
こ

う
 9

基
、

消
波

工
5
9
4
m
、

水
門

 
1基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

整
備

上
の

配
慮

項
目

NO
.

市
町
海
岸
地
区

1-97 

 海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

(
5
/
9
)

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長

整
備

対
象

海
　

岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
2
0
1

小
浦

港
海

岸
港

地
区

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

5
7
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
7
6
m
、

堤
防

 
6
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
3
0
1

里
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

2
1
0

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
2
1
0
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
4
0
1

広
島

東
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

1
,
6
7
5

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
5
1
5
.
9
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
5
0
1

稲
田

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

4
5
0

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
4
5
1
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
6
0
1

江
ノ

浦
港

海
岸

港
そ

の
１

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

1
,
1
3
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

3
9
5
ｍ

、
 
胸

壁
 
8
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
6
0
2

江
ノ

浦
港

海
岸

港
そ

の
２

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

1
,
0
6
7

○
C

C
防

護
重

視
胸

壁
 
1
1
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
7
0
1

広
島

丸
亀

海
岸

甲
路

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
,
0
1
2

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
8
0
1

甲
路

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
丸

亀
市

4
5
9

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
8
5
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
9
0
1

青
木

港
海

岸
市

井
地

区
国

土
(
港

湾
)
丸

亀
市

7
6
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
4
4
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
2
9
0
2

青
木

港
海

岸
青

木
地

区
国

土
(
港

湾
)
丸

亀
市

7
6
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
6
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
0
0
1

茂
浦

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

7
8
2

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
1
0
1

茂
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
丸

亀
市

5
7
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
6
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
2
0
1

茂
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

5
1
5

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
3
0
1

ハ
ジ

カ
ミ

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
丸

亀
市

1
6
7

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
4
0
1

手
島

港
海

岸
港

地
区

国
土

(
港

湾
)
丸

亀
市

7
9
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
3
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
5
0
1

手
島

網
手

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
丸

亀
市

1
6
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
6
0
1

手
島

西
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

5
1
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
1
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
7
0
1

小
手

島
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
丸

亀
市

7
4
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
4
2
.
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
丸

亀
市

0
6
3
8
0
1

小
手

島
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

8
9
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
1
0
1

多
度

津
港

海
岸

多
度

津
東

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

多
度

津
町

3
,
7
9
5

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
1
4
2
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
1
0
2

多
度

津
港

海
岸

多
度

津
西

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

多
度

津
町

5
,
4
0
8

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
2
2
4
3
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
2
0
1

多
度

津
海

岸
東

白
方

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

4
5
5

○
B

B
環

境
配

慮
堤

防
 
4
5
5
m
、

離
岸

堤
 
2
8
5
.
2
m
 
、

導
流

堤
 
9
m
、

突
堤

 
1
1
1
m
、

陸
こ

う
 
6
基

、
消

波
工

 
7
5
m
、

水
門

 
3
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
3
0
1

白
方

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
多

度
津

町
5
0
8

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
5
5
7
.
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
4
0
1

多
度

津
海

岸
西

白
方

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

5
8
8

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
5
8
8
m

マ
リ

ン
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
5
0
1

見
立

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

6
8
7

B
B

環
境

配
慮

－
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

坂
出

･
丸

亀
多

度
津

町
0
7
0
6
0
1

見
立

港
海

岸
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)
多

度
津

町
1
,
4
1
6

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
5
3
9
m
、

堤
防

 
5
5
5
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
0
7
0
1

高
見

板
持

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

7
0
5

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
6
0
8
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
0
8
0
1

高
見

港
海

岸
浜

ノ
浦

地
区

国
土

(
港

湾
)
多

度
津

町
3
,
2
6
2

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
1
7
4
8
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
0
9
0
1

高
見

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

7
0
0

A
B

環
境

優
先

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
あ

る
も

の
の

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
1
0
0
1

佐
柳

港
海

岸
本

浦
・

長
崎

地
区
国

土
(
港

湾
)
多

度
津

町
3
,
8
2
0

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
2
4
7
7
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
1
1
0
1

長
崎

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

1
,
4
7
4

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
1
4
2
1
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
多

度
津

町
0
7
1
2
0
1

佐
柳

島
多

度
津

海
長

崎
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

2
8
0

A
B

環
境

優
先

堤
防

 
2
8
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
1
0
1

大
見

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

7
8
0

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
8
1
3
.
2
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
2
0
1

水
出

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

4
4
0

C
B

防
護

重
視

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

は
あ

る
も

の
の

、
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

既
存

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
3
0
1

詫
間

港
海

岸
水

出
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
,
6
3
7

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
　

3
6
3
7
ｍ

、
　

陸
閘

2
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
3
0
2

詫
間

港
海

岸
経

面
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

5
,
7
6
8

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
　

5
7
6
8
ｍ

、
　

陸
閘

5
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
3
0
3

詫
間

港
海

岸
浜

田
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

4
,
1
2
4

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
4
1
2
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
3
0
4

詫
間

港
海

岸
高

谷
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

三
豊

市
1
,
8
5
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

1
8
5
1
ｍ

、
　

陸
閘

4
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
3
0
5

詫
間

港
海

岸
香

田
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
,
1
6
6

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
　

3
1
6
6
ｍ

、
突

堤
　

4
基

、
離

岸
堤

　
2
基

、
樋

門
　

1
基

、
消

波
堤

　
1
1
7
4
ｍ

、
陸

閘
　

3
0
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
4
0
1

詫
間

海
岸

楠
浜

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

7
7
5

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
2
0
6
.
1
m

海
水

浴
・
釣

り
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
5
0
1

船
越

港
海

岸
　

　
－

国
土

(
港

湾
)
三

豊
市

1
,
2
1
3

○
B

B
環

境
配

慮
－

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
6
0
1

詫
間

海
岸

船
越

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
,
2
1
3

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
4
0
m
、

堤
防

 
7
6
8
m
、

導
流

堤
 
2
0
m
、

突
堤

 
7
3
m
、

陸
こ

う
1
3
基

、
消

波
工

 
5
3
5
m
、

水
門

 
1
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
7
0
1

積
海

岸
　

　
－

国
土

(
水

国
)
香

川
県

6
0

B
B

環
境

配
慮

－
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
8
0
1

詫
間

海
岸

積
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

4
8
7

○
B

B
環

境
配

慮
堤

防
 
2
7
3
.
5
m
、

突
堤

 
9
0
m
、

陸
こ

う
 
3
基

、
水

門
 
1
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
0
9
0
1

積
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
三

豊
市

4
4
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
1
1
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
0
0
1

黒
崎

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
三

豊
市

1
2
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
0
8
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
1
0
1

箱
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

4
6
6

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
2
5
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
2
0
1

詫
間

海
岸

箱
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

1
,
5
3
9

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
4
4
4
.
8
m
、

堤
防

 
6
1
4
m
、

突
堤

 
7
4
m
、

陸
こ

う
 
9
基

、
消

波
工

 
5
9
4
m
、

水
門

 
1
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町

海
岸

地
区

現計画 改定案
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(6
/9
) 

海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長
整

備
対

象
海

　
岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
30

1
箱

浦
港

海
岸

本
郷

地
区

国
土

(
港

湾
)

三
豊

市
1
,
07

4
○

B
B

環
境

配
慮

－
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

や
港

湾
な

ど
の

利
用

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
30

2
箱

浦
港

海
岸

箱
浦

地
区

国
土

(
港

湾
)

三
豊

市
12

5
○

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
3
5
9
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
40

1
室

浜
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

三
豊

市
31

9
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
6
7
.
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
50

1
荒

浜
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
21

2
C

C
防

護
重

視
－

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
60

1
本

村
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

三
豊

市
48

6
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
4
9
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
70

1
志

々
島

港
海

岸
志

々
島

地
区

国
土

(
港

湾
)

三
豊

市
1
,
04

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
0
6
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
90

1
船

隠
港

海
岸

船
隠

地
区

国
土

(
港

湾
)

三
豊

市
63

9
○

B
C

環
境

配
慮

護
岸

 
3
8
5
m
、

堤
防

 
2
3
7
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
00

1
詫

間
海

岸
永

浜
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
1
,
52

9
A

C
環

境
優

先
護

岸
 
5
6
3
.
6
m
、

離
岸

堤
 
26

0
m
 、

突
堤

 
1
7
9
m
、

陸
こ

う
 6

基
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
10

1
京

の
浜

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

香
川

県
42

8
A

C
環

境
優

先
護

岸
 
2
9
2
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
20

1
上

新
田

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)

三
豊

市
63

3
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
8
0
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
30

1
不

天
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
1
,
00

8
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
8
2
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
40

1
詫

間
海

岸
粟

島
馬

城
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
1
,
14

5
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
8
7
0
m
、

突
堤

 
2
2
6
m
、

陸
こ

う
 1

4
基

、
消

波
工

 
5
0
5m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
50

1
粟

島
港

海
岸

潟
満

地
区

国
土

(
港

湾
)

三
豊

市
53

6
○

C
B

防
護

重
視

護
岸

　
5
5
1
ｍ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
60

1
詫

間
海

岸
下

新
田

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
99

0
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
9
9
0
m
、

突
堤

 
3
0
m
、

陸
こ

う
 
6基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
70

1
姫

路
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

三
豊

市
14

2
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
1
4
2
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
80

1
粟

島
西

港
海

岸
東

風
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)

三
豊

市
97

7
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
2
7
9
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
10

1
吉

田
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

小
豆

島
町

1
,
34

8
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
6
1
5
m
、

堤
防

 
4
1
0
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
20

1
福

田
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

小
豆

島
町

2
,
65

5
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
9
8
0
.
1
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
30

1
外

明
神

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)

小
豆

島
町

13
0

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
40

1
当

浜
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

小
豆

島
町

25
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
1
0
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
50

1
亀

崎
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

小
豆

島
町

85
0

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
5
0
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
60

1
岩

谷
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

小
豆

島
町

16
6

○
C

C
防

護
重

視
－

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
70

1
小

豆
島

内
海

海
岸

岩
ケ

谷
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
36

9
A

C
環

境
優

先
護

岸
 
3
6
1
.
7
m
、

離
岸

堤
 
17

0
m
 、

突
堤

 
1
1
0
m
、

陸
こ

う
 2

基
、

消
波

工
 
3
6
1
.
7
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
80

1
橘

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)

小
豆

島
町

85
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
6
2
2
.
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
90

1
白

崎
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
52

0
○

A
A

環
境

優
先

護
岸

　
1
5
1
ｍ

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
00

1
小

豆
島

内
海

海
岸

徳
本

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
14

0
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
0
9
.
6
m
、

突
堤

 
3
8
.8

m
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
10

1
大

泊
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
30

2
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
3
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
20

1
多

尾
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
18

0
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
8
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
30

1
小

豆
島

内
海

海
岸

瀬
戸

海
岸

国
土

(
水

国
)

香
川

県
81

0
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
5
9
.
7
m
、

離
岸

堤
 
20

7
.
7m

 
、

突
堤

 
1
7
3
.
3
m
、

陸
こ

う
 
2
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
40

1
瀬

戸
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

小
豆

島
町

24
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
8
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
50

1
瀬

の
倉

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)

小
豆

島
町

18
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
8
0
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
60

1
坂

手
港

海
岸

坂
手

浜
地

区
国

土
(
港

湾
)

香
川

県
49

6
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
60

2
坂

手
港

海
岸

坂
手

西
地

区
国

土
(
港

湾
)

香
川

県
93

3
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
0
7
.
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
70

1
堀

越
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

小
豆

島
町

48
2

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
3
8
6
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
80

1
小

豆
島

内
海

海
岸

堀
越

中
海

岸
国

土
(
水

国
)

香
川

県
8
7

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
8
7
m
、

離
岸

堤
 
6
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
90

1
西

脇
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

小
豆

島
町

5
0

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
5
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
00

1
汐

江
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
37

0
○

B
A

利
用

促
進

堤
防

 
3
7
0
m

散
策

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
10

1
三

角
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)

香
川

県
1
,
45

0
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
1
2
6
0
m

散
策

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
20

1
田

浦
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)

小
豆

島
町

35
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
5
0
.
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
30

1
内

海
港

海
岸

切
谷

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
30

2
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
6
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
30

2
内

海
港

海
岸

堀
越

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
46

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
8
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
30

3
内

海
港

海
岸

古
江

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
1
,
03

1
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
5
4
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
30

4
内

海
港

海
岸

苗
羽

地
区

国
土

(
港

湾
)

香
川

県
3
,
38

5
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
3
7
0
.
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

整
備

上
の

配
慮

項
目

NO
.

市
町
海
岸
地
区

1-98 

 海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

(
6
/
9
)

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長

整
備

対
象

海
　

岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
3
0
1

箱
浦

港
海

岸
本

郷
地

区
国

土
(
港

湾
)
三

豊
市

1
,
0
7
4

○
B

B
環

境
配

慮
－

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
3
0
2

箱
浦

港
海

岸
箱

浦
地

区
国

土
(
港

湾
)
三

豊
市

1
2
5

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
3
5
9
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
4
0
1

室
浜

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
三

豊
市

3
1
9

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
6
7
.
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
5
0
1

荒
浜

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

2
1
2

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
6
0
1

本
村

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
三

豊
市

4
8
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
4
9
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
7
0
1

志
々

島
港

海
岸

志
々

島
地

区
国

土
(
港

湾
)
三

豊
市

1
,
0
4
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
0
6
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
8
0
1

荒
浜

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

2
7
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
1
9
0
1

船
隠

港
海

岸
船

隠
地

区
国

土
(
港

湾
)
三

豊
市

6
3
9

○
B

C
環

境
配

慮
護

岸
 
3
8
5
m
、

堤
防

 
2
3
7
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
0
0
1

詫
間

海
岸

永
浜

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
,
5
2
9

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
5
6
3
.
6
m
、

離
岸

堤
 
2
6
0
m
 
、

突
堤

 
1
7
9
m
、

陸
こ

う
 
6
基

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
1
0
1

京
の

浜
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

4
2
8

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
2
9
2
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
2
0
1

上
新

田
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
三

豊
市

6
3
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
8
0
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
3
0
1

不
天

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

1
,
0
0
8

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
8
2
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
4
0
1

詫
間

海
岸

粟
島

馬
城

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
,
1
4
5

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
8
7
0
m
、

突
堤

 
2
2
6
m
、

陸
こ

う
 
1
4
基

、
消

波
工

 
5
0
5
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
5
0
1

粟
島

港
海

岸
潟

満
地

区
国

土
(
港

湾
)
三

豊
市

5
3
6

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
　

5
5
1
ｍ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

港
湾

な
ど

の
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
6
0
1

詫
間

海
岸

下
新

田
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

9
9
0

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
9
9
0
m
、

突
堤

 
3
0
m
、

陸
こ

う
 
6
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
7
0
1

姫
路

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
三

豊
市

1
4
2

A
B

環
境

優
先

護
岸

 
1
4
2
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

詫
間

湾
･
塩

飽
諸

島
三

豊
市

0
8
2
8
0
1

粟
島

西
港

海
岸

東
風

浜
地

区
国

土
(
港

湾
)
三

豊
市

9
7
7

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
2
7
9
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
1
0
1

吉
田

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
1
,
3
4
8

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
6
1
5
m
、

堤
防

 
4
1
0
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
2
0
1

福
田

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
2
,
6
5
5

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
9
8
0
.
1
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
3
0
1

外
明

神
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
小

豆
島

町
1
3
0

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
4
0
1

当
浜

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
2
5
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
1
0
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
5
0
1

亀
崎

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
小

豆
島

町
8
5
0

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
5
0
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
6
0
1

岩
谷

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
1
6
6

○
C

C
防

護
重

視
－

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
7
0
1

小
豆

島
内

海
海

岸
岩

ケ
谷

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

3
6
9

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
3
6
1
.
7
m
、

離
岸

堤
 
1
7
0
m
 
、

突
堤

 
1
1
0
m
、

陸
こ

う
 
2

基
、

消
波

工
 
3
6
1
.
7
m

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
8
0
1

橘
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
8
5
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
6
2
2
.
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
0
9
0
1

白
崎

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

5
2
0

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
　

1
5
1
ｍ

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
0
0
1

小
豆

島
内

海
海

岸
徳

本
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

1
4
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
0
9
.
6
m
、

突
堤

 
3
8
.
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
1
0
1

大
泊

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

3
0
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
3
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
2
0
1

多
尾

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

1
8
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
8
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
3
0
1

小
豆

島
内

海
海

岸
瀬

戸
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

8
1
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
5
9
.
7
m
、

離
岸

堤
 
2
0
7
.
7
m
 
、

突
堤

 
1
7
3
.
3
m
、

陸
こ

う
2
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
4
0
1

瀬
戸

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
小

豆
島

町
2
4
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
8
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
5
0
1

瀬
の

倉
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
1
8
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
8
0
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
6
0
1

坂
手

港
海

岸
坂

手
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

4
9
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
6
0
2

坂
手

港
海

岸
坂

手
西

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

9
3
3

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
0
7
.
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
7
0
1

堀
越

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
4
8
2

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
3
8
6
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

漁
業

な
ど

の
産

業
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
8
0
1

小
豆

島
内

海
海

岸
堀

越
中

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

8
7

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
8
7
m
、

離
岸

堤
 
6
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
1
9
0
1

西
脇

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
小

豆
島

町
5
0

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
5
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
0
0
1

汐
江

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

3
7
0

○
B

A
利

用
促

進
堤

防
 
3
7
0
m

散
策

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
1
0
1

三
角

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

1
,
4
5
0

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
1
2
6
0
m

散
策

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
2
0
1

田
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
3
5
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
5
0
.
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
3
0
1

内
海

港
海

岸
切

谷
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
0
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
6
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
3
0
2

内
海

港
海

岸
堀

越
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

4
6
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
8
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
3
0
3

内
海

港
海

岸
古

江
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
0
3
1

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
5
4
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
3
0
4

内
海

港
海

岸
苗

羽
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
,
3
8
5

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
3
7
0
.
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町

海
岸

地
区

現計画 改定案
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(7
/9
) 

海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長
整

備
対

象
海

　
岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
30

5
内

海
港

海
岸

馬
木

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
84

0
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

　
9
4
3
ｍ

、
け

い
船

岸
 
7
8
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
30

6
内

海
港

海
岸

安
田

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

83
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
3
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
30

7
内

海
港

海
岸

草
壁

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

3
,
18

0
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
3
1
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
30

8
内

海
港

海
岸

日
方

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
79

4
○

B
C

環
境

配
慮

護
岸

　
1
1
7
7
ｍ

、
堤

防
(
防

潮
堤

)
2
0
m
、

け
い

船
岸

 
7
6
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
40

9
内

海
港

海
岸

水
木

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
40

2
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

　
1
1
1
8
ｍ

、
け

い
船

岸
 
4
0
m
、

船
揚

場
 
1
8
.
5
m

海
水

浴
や

リ
ゾ

ー
ト

施
設

と
連

携
し

た
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
50

1
小

豆
島

内
海

海
岸

水
木

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

85
0

B
C

環
境

配
慮

護
岸

 
8
6
2
m
、

突
堤

 
50

.
8
m
、

陸
こ

う
 
5
基

、
消

波
工

 
8
2
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
60

1
竹

生
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
33

1
○

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
2
2
4
.
8
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
70

1
石

場
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

35
0

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
7
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
80

1
小

豆
島

池
田

海
岸

百
尋

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

11
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
2
.
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
90

1
牛

ヶ
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
7
7

○
C

C
防

護
重

視
－

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
00

1
牛

ヶ
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

85
9

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
3
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
10

1
長

崎
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
19

6
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
5
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
20

1
小

豆
島

池
田

海
岸

小
蒲

野
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

34
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
3
2
9
m
、

陸
閘

　
4
門

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
40

1
小

豆
島

池
田

海
岸

沖
田

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

28
0

C
B

防
護

重
視

護
岸

　
2
8
0
m
、

離
岸

堤
　

1
6
1
ｍ

、
陸

閘
　

1
門

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
50

1
蒲

野
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
12

7
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
0
2
.
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
60

1
小

豆
島

池
田

海
岸

吉
ケ

浦
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

56
6

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
　

5
6
6
m
、

離
岸

堤
　

2
5
0
ｍ

、
陸

閘
　

2
門

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
70

1
吉

ヶ
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
5
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
4
8
.
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
80

1
小

豆
島

池
田

海
岸

市
神

子
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

32
0

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
　

2
8
3
m
、

離
岸

堤
　

1
0
0
ｍ

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
90

1
谷

尻
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
8
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
3
2
.
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
00

1
白

浜
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

49
0

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
 
2
7
0
m

散
策

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
10

1
三

都
港

海
岸

外
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)
小

豆
島

町
1
,
15

1
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
8
8
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
10

2
三

都
港

海
岸

神
浦

地
区

国
土

(
港

湾
)
小

豆
島

町
1
,
10

1
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
3
4
.
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
20

1
富

士
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
67

6
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
8
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
30

1
吉

野
崎

港
海

岸
吉

野
地

区
国

土
(
港

湾
)
小

豆
島

町
66

0
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
5
7
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
30

2
吉

野
崎

港
海

岸
二

面
地

区
国

土
(
港

湾
)
小

豆
島

町
48

3
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
6
1
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
40

1
二

面
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
43

6
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
1
8
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
50

1
室

生
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
60

0
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
3
0
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
60

1
室

生
北

港
海

岸
浜

畑
・

浜
町

地
区

国
土

(
港

湾
)
小

豆
島

町
69

0
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
9
6
.
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
70

1
池

田
港

海
岸

浜
条

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

76
6

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
7
4
1
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
70

2
池

田
港

海
岸

平
木

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

2
,
23

4
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
4
5
9
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
80

1
蒲

生
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
1
,
36

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
3
1
0
.
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
90

1
入

部
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
42

2
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
3
3
.
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
10

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

破
風

脇
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

81
5

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
3
9
9
m
、

堤
防

 
35

6
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
20

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

大
高

下
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

29
0

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
2
9
0
m
、

突
堤

 
40

.
6
m
、

樋
門

 
1
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
30

1
王

子
前

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

1
,
84

5
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
2
8
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
40

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

洲
鼻

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

41
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
3
9
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
50

1
土

庄
東

港
海

岸
余

島
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
68

2
○

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
2
1
6
.
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
50

2
土

庄
東

港
海

岸
鹿

島
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

53
1

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
5
3
1
.
2
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
60

1
鹿

島
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

47
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
7
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
70

1
番

川
原

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
土

庄
町

15
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
80

1
木

香
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
土

庄
町

25
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
90

1
柳

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

59
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
0
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
00

1
水

ヶ
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
土

庄
町

30
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

NO
.

市
町
海
岸
地
区

1-99 

 海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

(
7
/
9
)

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長

整
備

対
象

海
　

岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
3
0
5

内
海

港
海

岸
馬

木
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
8
4
0

B
B

環
境

配
慮

護
岸

　
9
4
3
ｍ

、
け

い
船

岸
 
7
8
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
3
0
6

内
海

港
海

岸
安

田
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

8
3
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
3
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
3
0
7

内
海

港
海

岸
草

壁
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

3
,
1
8
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
3
1
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
3
0
8

内
海

港
海

岸
日

方
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
7
9
4

B
C

環
境

配
慮

護
岸

　
1
1
7
7
ｍ

、
堤

防
(
防

潮
堤

)
2
0
m
、

け
い

船
岸

 
7
6
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
4
0
9

内
海

港
海

岸
水

木
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
4
0
2

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
　

1
1
1
8
ｍ

、
け

い
船

岸
 
4
0
m
、

船
揚

場
 
1
8
.
5
m

海
水

浴
や

リ
ゾ

ー
ト

施
設

と
連

携
し

た
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
5
0
1

小
豆

島
内

海
海

岸
水

木
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

8
5
0

B
C

環
境

配
慮

護
岸

 
8
6
2
m
、

突
堤

 
5
0
.
8
m
、

陸
こ

う
 
5
基

、
消

波
工

 
8
2
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
6
0
1

竹
生

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
3
3
1

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
2
2
4
.
8
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
や

漁
港

な
ど

の
産

業
活

動
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
7
0
1

石
場

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

3
5
0

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
7
0
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
8
0
1

小
豆

島
池

田
海

岸
百

尋
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

1
1
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
2
.
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
2
9
0
1

牛
ヶ

浦
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
7
7

○
C

C
防

護
重

視
－

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
0
0
1

牛
ヶ

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

8
5
9

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
3
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
1
0
1

長
崎

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
1
9
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
5
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
2
0
1

小
豆

島
池

田
海

岸
小

蒲
野

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

3
4
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
3
2
9
m
、

陸
閘

　
4
門

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
3
0
1

蒲
野

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

2
7
3

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
4
0
1

小
豆

島
池

田
海

岸
沖

田
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

2
8
0

C
B

防
護

重
視

護
岸

　
2
8
0
m
、

離
岸

堤
　

1
6
1
ｍ

、
陸

閘
　

1
門

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
5
0
1

蒲
野

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
1
2
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
0
2
.
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
6
0
1

小
豆

島
池

田
海

岸
吉

ケ
浦

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

5
6
6

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
　

5
6
6
m
、

離
岸

堤
　

2
5
0
ｍ

、
陸

閘
　

2
門

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
7
0
1

吉
ヶ

浦
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
小

豆
島

町
5
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
4
8
.
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
8
0
1

小
豆

島
池

田
海

岸
市

神
子

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

3
2
0

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
　

2
8
3
m
、

離
岸

堤
　

1
0
0
ｍ

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
3
9
0
1

谷
尻

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
8
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
3
2
.
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
0
0
1

白
浜

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

4
9
0

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
 
2
7
0
m

散
策

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
1
0
1

三
都

港
海

岸
外

浜
地

区
国

土
(
港

湾
)
小

豆
島

町
1
,
1
5
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
8
8
8
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
1
0
2

三
都

港
海

岸
神

浦
地

区
国

土
(
港

湾
)
小

豆
島

町
1
,
1
0
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
3
4
.
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
2
0
1

富
士

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
6
7
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
8
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
3
0
1

吉
野

崎
港

海
岸

吉
野

地
区

国
土

(
港

湾
)
小

豆
島

町
6
6
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
5
7
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
3
0
2

吉
野

崎
港

海
岸

二
面

地
区

国
土

(
港

湾
)
小

豆
島

町
4
8
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
6
1
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
4
0
1

二
面

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
4
3
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
1
8
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
5
0
1

室
生

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
6
0
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
0
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
6
0
1

室
生

北
港

海
岸

浜
畑

・
浜

町
地

区国
土

(
港

湾
)
小

豆
島

町
6
9
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
8
9
6
.
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
7
0
1

池
田

港
海

岸
浜

条
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

7
6
6

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
7
4
1
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
7
0
2

池
田

港
海

岸
平

木
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

2
,
2
3
4

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
4
5
9
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
8
0
1

蒲
生

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
1
,
3
6
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
3
1
0
.
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
小

豆
島

町
0
9
4
9
0
1

入
部

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
小

豆
島

町
4
2
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
3
3
.
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
1
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
破

風
脇

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

8
1
5

○
A

B
環

境
優

先
護

岸
 
3
9
9
m
、

堤
防

 
3
5
6
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

あ
る

も
の

の
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
2
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
大

高
下

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

2
9
0

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
2
9
0
m
、

突
堤

 
4
0
.
6
m
、

樋
門

 
1
基

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
3
0
1

王
子

前
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

1
,
8
4
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
2
8
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
4
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
洲

鼻
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

4
1
5

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
3
9
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
5
0
1

土
庄

東
港

海
岸

余
島

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
6
8
2

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
1
2
1
6
.
5
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
5
0
2

土
庄

東
港

海
岸

鹿
島

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

5
3
1

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
5
3
1
.
2
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
6
0
1

鹿
島

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

4
7
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
7
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
7
0
1

番
川

原
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
土

庄
町

1
5
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
8
0
1

木
香

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
土

庄
町

2
5
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
0
9
0
1

柳
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

5
9
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
0
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
0
0
1

水
ヶ

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
土

庄
町

3
0
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町

海
岸

地
区

現計画 改定案
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(8
/9
) 

海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長
整

備
対

象
海

　
岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
10

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

千
軒

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

1
,
11

6
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
9
8
3
.
9
m
、

導
流

堤
 
2
8
m
、

突
堤

 
2
3
.3

m
、

陸
こ

う
 
1
0
基

、
水

門
 
1
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
20

1
千

軒
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

80
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
30

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

戸
形

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

20
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
2
8
.
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
40

1
小

瀬
港

海
岸

小
瀬

地
区

国
土

(
港

湾
)
土

庄
町

24
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
2
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
50

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

小
瀬

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

92
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
9
2
0
m
、

突
堤

 
70

m
、

潜
堤

 
5
8
0
m
、

陸
こ

う
 
1
0
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
60

1
柚

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

58
0

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
4
4
8
.
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
80

1
土

庄
港

海
岸

畝
木

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
28

0
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
2
0
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
80

2
土

庄
港

海
岸

吉
ヶ

浦
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
51

8
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
9
9
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
80

3
土

庄
港

海
岸

床
鼻

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

74
1

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
3
4
6
m

土
渕

海
峡

の
観

光
客

の
散

策
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
80

4
土

庄
港

海
岸

西
古

浜
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

53
2

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
3
1
0
m

土
渕

海
峡

の
観

光
客

の
散

策
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
80

5
土

庄
港

海
岸

要
鉄

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

23
4

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
3
0
4
m

土
渕

海
峡

の
観

光
客

の
散

策
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
80

6
土

庄
港

海
岸

中
屋

敷
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

83
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
9
4
.
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
80

7
土

庄
港

海
岸

西
岡

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

68
7

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
9
3
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
80

8
土

庄
港

海
岸

大
谷

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

69
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
4
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
80

9
土

庄
港

海
岸

越
窓

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

11
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
1
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
81

0
土

庄
港

海
岸

新
開

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

95
8

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
8
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
90

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

馬
場

先
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

57
5

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
6
1
m
、

陸
こ

う
 
4
基

、
消

波
工

 
2
4
0m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
00

1
虎

浜
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

31
0

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
2
3
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
10

1
四

海
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

2
,
56

7
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
7
0
0
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
30

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

内
浜

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

46
5

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
9
9
.
3
m
、

離
岸

堤
 
2
4
1
.
6
m
 
、

突
堤

 
1
5
m
、

陸
こ

う
 
2
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
40

1
長

浜
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

44
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
9
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
50

1
江

島
港

海
岸

渦
江

地
区

国
土

(
港

湾
)
土

庄
町

85
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
2
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
50

2
江

島
港

海
岸

目
島

地
区

国
土

(
港

湾
)
土

庄
町

31
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
4
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
60

1
目

島
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
土

庄
町

8
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
70

1
元

目
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

26
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
6
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
80

1
元

目
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
土

庄
町

51
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
1
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
90

1
馬

越
港

海
岸

馬
越

地
区

国
土

(
港

湾
)
土

庄
町

55
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
0
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
00

1
コ

ジ
ラ

ク
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
土

庄
町

20
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
0
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
10

1
戒

ヶ
上

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
土

庄
町

15
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
20

1
柿

の
谷

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

33
0

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
2
4
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
30

1
北

浦
港

海
岸

尾
形

崎
地

区
国

土
(
港

湾
)
土

庄
町

26
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
6
0
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
30

2
北

浦
港

海
岸

宮
ノ

西
地

区
国

土
(
港

湾
)
土

庄
町

76
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
0
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
30

3
北

浦
港

海
岸

釿
石

地
区

国
土

(
港

湾
)
土

庄
町

73
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
4
9
.
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
40

1
見

目
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

40
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
2
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
50

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

女
風

呂
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

80
9

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
9
7
.
4
m
、

導
流

堤
 
4
0
.
3
m
、

消
波

工
 
5
9
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
60

1
小

海
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

24
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
2
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
70

1
琴

塚
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

55
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
9
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
80

1
小

豆
島

土
庄

海
岸

妙
見

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

33
5

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
4
4
.
1
m
、

突
堤

 
3
0
m
、

陸
こ

う
 
2
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
90

1
田

井
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

92
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
6
8
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
00

1
大

部
港

海
岸

大
部

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
61

2
○

B
B

環
境

配
慮

－
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

や
港

湾
な

ど
の

利
用

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
10

1
小

浜
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
土

庄
町

7
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
20

1
小

部
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(
水

産
)
土

庄
町

2
,
03

4
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
8
8
6
.
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
30

1
千

振
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
土

庄
町

10
0

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

NO
.

市
町
海
岸
地
区

1-100 

 海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

(
8
/
9
)

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸

区
域

延
長

整
備

対
象

海
　

岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
1
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
千

軒
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

1
,
1
1
6

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
9
8
3
.
9
m
、

導
流

堤
 
2
8
m
、

突
堤

 
2
3
.
3
m
、

陸
こ

う
 
1
0

基
、

水
門

 
1
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
2
0
1

千
軒

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

8
0
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
3
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
戸

形
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

2
0
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
2
8
.
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
4
0
1

小
瀬

港
海

岸
小

瀬
地

区
国

土
(
港

湾
)
土

庄
町

2
4
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
2
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
5
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
小

瀬
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

9
2
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
9
2
0
m
、

突
堤

 
7
0
m
、

潜
堤

 
5
8
0
m
、

陸
こ

う
 
1
0
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
6
0
1

柚
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

5
8
0

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
4
4
8
.
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
7
0
1

土
庄

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

8
8
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
0
1

土
庄

港
海

岸
畝

木
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
2
8
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
2
0
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
0
2

土
庄

港
海

岸
吉

ヶ
浦

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

1
,
5
1
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
9
9
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
0
3

土
庄

港
海

岸
床

鼻
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

7
4
1

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
3
4
6
m

土
渕

海
峡

の
観

光
客

の
散

策
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
0
4

土
庄

港
海

岸
西

古
浜

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

5
3
2

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
 
3
1
0
m

土
渕

海
峡

の
観

光
客

の
散

策
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
0
5

土
庄

港
海

岸
要

鉄
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

2
3
4

B
A

利
用

促
進

護
岸

 
3
0
4
m

土
渕

海
峡

の
観

光
客

の
散

策
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

な
地

域
で

あ
り

、
海

岸
利

用
の

促
進

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
0
6

土
庄

港
海

岸
中

屋
敷

地
区

国
土

(
港

湾
)
香

川
県

8
3
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
9
4
.
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
0
7

土
庄

港
海

岸
西

岡
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

6
8
7

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
9
3
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
0
8

土
庄

港
海

岸
大

谷
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

6
9
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
4
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
0
9

土
庄

港
海

岸
越

窓
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
1
2

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
1
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
8
1
0

土
庄

港
海

岸
新

開
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

9
5
8

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
8
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
1
9
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
馬

場
先

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

5
7
5

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
6
1
m
、

陸
こ

う
 
4
基

、
消

波
工

 
2
4
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
0
0
1

虎
浜

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
香

川
県

3
1
0

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
2
3
0
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
1
0
1

四
海

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

2
,
5
6
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
7
0
0
.
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
2
0
1

小
江

海
岸

　
　

－
国

土
(
水

国
)
香

川
県

3
5
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
3
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
内

浜
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

4
6
5

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
9
9
.
3
m
、

離
岸

堤
 
2
4
1
.
6
m
 
、

突
堤

 
1
5
m
、

陸
こ

う
 
2
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
4
0
1

長
浜

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

4
4
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
9
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
5
0
1

江
島

港
海

岸
渦

江
地

区
国

土
(
港

湾
)
土

庄
町

8
5
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
2
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
5
0
2

江
島

港
海

岸
目

島
地

区
国

土
(
港

湾
)
土

庄
町

3
1
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
4
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
6
0
1

目
島

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
土

庄
町

8
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
8
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
7
0
1

元
目

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

2
6
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
6
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
8
0
1

元
目

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
土

庄
町

5
1
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
1
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
2
9
0
1

馬
越

港
海

岸
馬

越
地

区
国

土
(
港

湾
)
土

庄
町

5
5
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
0
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
0
0
1

コ
ジ

ラ
ク

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
土

庄
町

2
0
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
0
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
1
0
1

戒
ヶ

上
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
土

庄
町

1
5
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
2
0
1

柿
の

谷
海

岸
　

　
－

農
水

(
農

村
)
香

川
県

3
3
0

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
2
4
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
3
0
1

北
浦

港
海

岸
尾

形
崎

地
区

国
土

(
港

湾
)
土

庄
町

2
6
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
6
0
3
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
3
0
2

北
浦

港
海

岸
宮

ノ
西

地
区

国
土

(
港

湾
)
土

庄
町

7
6
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
7
0
1
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
3
0
3

北
浦

港
海

岸
釿

石
地

区
国

土
(
港

湾
)
土

庄
町

7
3
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
4
9
.
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
4
0
1

見
目

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

4
0
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
5
2
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
5
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
女

風
呂

海
岸

国
土

(
水

国
)
香

川
県

8
0
9

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
9
7
.
4
m
、

導
流

堤
 
4
0
.
3
m
、

消
波

工
 
5
9
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
6
0
1

小
海

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

2
4
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
2
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
7
0
1

琴
塚

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

5
5
3

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
9
9
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
8
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
妙

見
海

岸
国

土
(
水

国
)
香

川
県

3
3
5

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
2
4
4
.
1
m
、

突
堤

 
3
0
m
、

陸
こ

う
 
2
基

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
3
9
0
1

田
井

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

9
2
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
6
8
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
0
0
1

大
部

港
海

岸
大

部
地

区
国

土
(
港

湾
)
香

川
県

1
,
6
1
2

○
B

B
環

境
配

慮
－

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
1
0
1

小
浜

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
土

庄
町

7
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
7
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
2
0
1

小
部

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(
水

産
)
土

庄
町

2
,
0
3
4

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
8
8
6
.
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
3
0
1

千
振

海
岸

　
　

－
農

水
(
農

村
)
土

庄
町

1
0
0

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め

る
。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町

海
岸

地
区

現計画 改定案
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海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長
整

備
対

象
海

　
岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
44

0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
沖

の
島

海
岸

国
土

(水
国

)
香

川
県

43
9

○
B

C
環

境
配

慮
護

岸
 
4
2
7
m
、

離
岸

堤
 
2
0
4
m
 
、

突
堤

 
6
9
.
6
m
、

消
波

工
 
2
2
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の
生

活
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
45

0
1

カ
ズ

ラ
島

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
土

庄
町

6
5

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
4
5
m

貴
重

な
自

然
環

境
・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
46

0
1

池
の

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
土

庄
町

55
0

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
7
0
m

貴
重

な
自

然
環

境
・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
47

0
1

南
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
土

庄
町

6
0

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
48

0
1

小
豊

島
港

海
岸

小
豊

島
地

区
国

土
(港

湾
)
土

庄
町

70
9

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
6
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
49

0
1

小
豊

島
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
土

庄
町

10
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
0
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
50

0
1

ツ
ミ

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

40
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
51

0
1

栄
山

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

15
0

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
1
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
52

0
1

鰯
浜

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
土

庄
町

37
5

C
B

防
護

重
視

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

は
あ

る
も

の
の

、
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
53

0
1

稲
塚

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

27
0

○
C

B
防

護
重

視
－

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン
面

で
の

海
岸

利
用

は
あ

る
も

の
の

、
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
54

0
1

甲
生

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

70
0

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
4
3
9
.
6
m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン
面

で
の

海
岸

利
用

は
あ

る
も

の
の

、
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
55

0
1

豊
島

土
庄

海
岸

甲
生

海
岸

国
土

(水
国

)
香

川
県

8
8

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
8
8
m
、

突
堤

 
4
0
m
、

陸
こ

う
 
1
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン
面

で
の

海
岸

利
用

は
あ

る
も

の
の

、
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
56

0
1

尾
子

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

90
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
0
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
57

0
1

甲
生

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(水

産
)
土

庄
町

42
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
9
6
.
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
58

0
1

神
子

浜
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
香

川
県

75
0

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
 
3
8
5
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
で

あ
る

が
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
59

0
1

土
庄

海
岸

水
ヶ

浦
海

岸
国

土
(水

国
)
香

川
県

72
2

A
B

環
境

優
先

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
あ

る
も

の
の

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
60

0
1

家
浦

港
海

岸
甲

生
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

36
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
1
5
2
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
60

0
2

家
浦

港
海

岸
家

浦
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

1
,
79

7
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
9
3
5
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
60

0
3

家
浦

港
海

岸
硯

地
区

国
土

(港
湾

)
香

川
県

46
7

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
4
6
7
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
61

0
1

硯
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(水
産

)
土

庄
町

27
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
1
5
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
62

0
1

唐
櫃

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(水

産
)
土

庄
町

84
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
4
3
9
.
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
01

0
1

牛
ヶ

首
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(水
産

)
直

島
町

26
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
0
4
.
4
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
02

0
1

屏
風

港
海

岸
屏

風
島

地
区

国
土

(港
湾

)
直

島
町

24
8

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
2
1
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の
生

活
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

や
港

湾
な

ど
の

利
用

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
03

0
1

直
島

海
岸

屏
風

海
岸

国
土

(水
国

)
香

川
県

11
8

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
1
1
8
m

自
然

環
境

と
人

々
の
生

活
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
04

0
1

直
島

海
岸

家
島

北
海

岸
国

土
(水

国
)
香

川
県

40
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
2
9
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
05

0
1

直
島

港
海

岸
家

島
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

54
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

1
1
4
3
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
05

0
2

直
島

港
海

岸
向

島
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

92
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

6
1
9
ｍ

、
物

揚
場

等
　

8
1
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
05

0
3

直
島

港
海

岸
本

村
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

直
島

町
4
,
45

9
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

　
1
6
3
7
ｍ

、
物

揚
場

等
　

7
8
1
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
06

0
1

積
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(水

産
)
直

島
町

78
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

7
1
m
、

物
揚

場
　

2
3
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
07

0
1

林
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
香

川
県

22
5

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
08

0
1

小
林

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
直

島
町

15
0

A
B

環
境

優
先

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
あ

る
も

の
の

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
09

0
1

琴
反

地
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
香

川
県

1
,
10

0
○

A
A

環
境

優
先

護
岸

 
1
7
0
.
5
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

、
火

ま
つ

り
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
10

0
1

倉
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

36
3

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
11

0
1

横
防

海
岸

横
防

地
区

農
水

(農
村

)
香

川
県

55
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
3
4
6
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
12

0
1

宮
浦

港
海

岸
宮

浦
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

直
島

町
1
,
24

0
○

B
A

利
用

促
進

護
岸

　
3
0
0
ｍ

、
物

揚
場

等
　

6
1
3
ｍ

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
13

0
1

風
戸

港
海

岸
風

戸
地

区
国

土
(港

湾
)
直

島
町

1
,
56

0
○

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
5
1
0
m
、

物
揚

場
等

 
5
6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
14

0
1

直
島

海
岸

柏
島

海
岸

国
土

(水
国

)
香

川
県

13
5

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町
海
岸
地
区

(9
/9
) 

1-101 

 海
岸

保
全

施
設

整
理

表
（

施
設

現
況

及
び

維
持

・
修

繕
方

法
）

(
9
/
9
)

ゾ
ー

ン
名

市
町

名
海

岸
名

地
区

名
所

　
　

管
管

理
者

要
保

全
海

岸
区

域
延

長

整
備

対
象

海
　

岸

海
岸

整
備

の
方

向
性

現
況

施
設

概
要

維
持

又
は

修
繕

の
方

法

(
m
)

環
境

面
利

用
面

(
海

岸
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)

（
種

類
、

規
模

等
）

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
4
0
1

小
豆

島
土

庄
海

岸
沖

の
島

海
岸

国
土

(水
国

)
香

川
県

4
3
9

○
B

C
環

境
配

慮
護

岸
 
42

7
m
、

離
岸

堤
 
2
0
4
m
 
、

突
堤

 
6
9
.
6
m
、

消
波

工
 
2
2
4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

が
共

存
し

て
い

る
地

域
で

あ
り

、
環

境
面

と
利

用
面

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
5
0
1

カ
ズ

ラ
島

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
土

庄
町

6
5

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
45

m
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
6
0
1

池
の

浦
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
土

庄
町

5
5
0

A
C

環
境

優
先

護
岸

 
70

m
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
7
0
1

南
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
土

庄
町

6
0

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
8
0
1

小
豊

島
港

海
岸

小
豊

島
地

区
国

土
(港

湾
)
土

庄
町

7
0
9

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
16

4
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
4
9
0
1

小
豊

島
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
土

庄
町

1
0
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
10

0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
0
0
1

ツ
ミ

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

4
0
0

C
C

防
護

重
視

－
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
1
0
1

栄
山

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

1
5
0

C
C

防
護

重
視

堤
防

 
15

0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
2
0
1

鰯
浜

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
土

庄
町

3
7
5

C
B

防
護

重
視

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

は
あ

る
も

の
の

、
利

用
促

進
や

自
然

環
境

の
復

元
対

策
な

ど
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

し
な

い
た

め
、

防
護

を
中

心
と

し
た

既
存

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
3
0
1

稲
塚

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

2
7
0

○
C

B
防

護
重

視
－

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
4
0
1

甲
生

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

7
0
0

○
C

B
防

護
重

視
護

岸
 
43

9
.
6m

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
5
0
1

豊
島

土
庄

海
岸

甲
生

海
岸

国
土

(水
国

)
香

川
県

8
8

C
B

防
護

重
視

護
岸

 
88

m
、

突
堤

 
4
0m

、
陸

こ
う

 
1
基

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
は

あ
る

も
の

の
、

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
既

存
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
6
0
1

尾
子

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

9
0
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
10

0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
7
0
1

甲
生

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(水

産
)
土

庄
町

4
2
2

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
29

6
.
6m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
8
0
1

神
子

浜
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
香

川
県

7
5
0

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
 
38

5
m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
で

の
海

岸
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
5
9
0
1

土
庄

海
岸

水
ヶ

浦
海

岸
国

土
(水

国
)
香

川
県

7
2
2

A
B

環
境

優
先

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
あ

る
も

の
の

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
6
0
0
1

家
浦

港
海

岸
甲

生
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

3
6
0

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
15

2
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
6
0
0
2

家
浦

港
海

岸
家

浦
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

1
,
7
9
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
93

5
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
6
0
0
3

家
浦

港
海

岸
硯

地
区

国
土

(港
湾

)
香

川
県

4
6
7

C
C

防
護

重
視

護
岸

 
46

7
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
6
1
0
1

硯
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(水
産

)
土

庄
町

2
7
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
15

0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
土

庄
町

1
0
6
2
0
1

唐
櫃

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(水

産
)
土

庄
町

8
4
6

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
43

9
.
6m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
1
0
1

牛
ヶ

首
漁

港
海

岸
　

　
－

農
水

(水
産

)
直

島
町

2
6
7

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
20

4
.
4m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
2
0
1

屏
風

港
海

岸
屏

風
島

地
区

国
土

(港
湾

)
直

島
町

2
4
8

○
B

B
環

境
配

慮
護

岸
 
21

4
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
や

港
湾

な
ど

の
利

用
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
3
0
1

直
島

海
岸

屏
風

海
岸

国
土

(水
国

)
香

川
県

1
1
8

B
B

環
境

配
慮

護
岸

 
11

8
m

自
然

環
境

と
人

々
の

生
活

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
が

共
存

し
て

い
る

地
域

で
あ

り
、

環
境

面
と

利
用

面
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
4
0
1

直
島

海
岸

家
島

北
海

岸
国

土
(水

国
)
香

川
県

4
0
8

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
29

0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
5
0
1

直
島

港
海

岸
家

島
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

5
4
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

1
1
4
3ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
5
0
2

直
島

港
海

岸
向

島
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

9
2
1

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

6
1
9
ｍ

、
物

揚
場

等
　

8
1ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
5
0
3

直
島

港
海

岸
本

村
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

直
島

町
4
,
4
5
9

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

1
6
3
7ｍ

、
物

揚
場

等
　

78
1
ｍ

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
6
0
1

積
浦

漁
港

海
岸

　
　

－
農

水
(水

産
)
直

島
町

7
8
5

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
　

7
1
m
、

物
揚

場
　

2
3
8
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
7
0
1

林
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
香

川
県

2
2
5

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
8
0
1

小
林

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
直

島
町

1
5
0

A
B

環
境

優
先

－
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
あ

る
も

の
の

、
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
0
9
0
1

琴
反

地
海

岸
　

　
－

農
水

(農
村

)
香

川
県

1
,
1
0
0

○
A

A
環

境
優

先
護

岸
 
17

0
.
5m

海
水

浴
な

ど
の

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

面
、

火
ま

つ
り

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
で

あ
る

が
、

貴
重

な
自

然
環

境
・

景
観

資
源

な
ど

が
豊

富
な

地
域

で
あ

り
、

特
に

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
1
0
0
1

倉
浦

海
岸

　
　

－
農

水
(農

村
)
香

川
県

3
6
3

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
1
1
0
1

横
防

海
岸

横
防

地
区

農
水

(農
村

)
香

川
県

5
5
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
34

6
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
1
2
0
1

宮
浦

港
海

岸
宮

浦
地

区
国

土
(港

湾
)
香

川
県

直
島

町
1
,
2
4
0

○
B

A
利

用
促

進
護

岸
　

3
0
0
ｍ

、
物

揚
場

等
　

6
13

ｍ
海

水
浴

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
面

で
の

海
岸

利
用

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

り
、

海
岸

利
用

の
促

進
に

配
慮

し
た

施
設

の
維

持
管

理
に

努
め

る
。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
1
3
0
1

風
戸

港
海

岸
風

戸
地

区
国

土
(港

湾
)
直

島
町

1
,
5
6
0

○
C

C
防

護
重

視
護

岸
 
51

0
m
、

物
揚

場
等

 
5
6
0
m

利
用

促
進

や
自

然
環

境
の

復
元

対
策

な
ど

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
し

な
い

た
め

、
防

護
を

中
心

と
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

小
豆

島
･
直

島
直

島
町

1
1
1
4
0
1

直
島

海
岸

柏
島

海
岸

国
土

(水
国

)
香

川
県

1
3
5

A
C

環
境

優
先

－
貴

重
な

自
然

環
境

・
景

観
資

源
な

ど
が

豊
富

な
地

域
で

あ
り

、
特

に
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

た
施

設
の

維
持

管
理

に
努

め
る

。

整
備

上
の

配
慮

項
目

N
O
.

市
町

海
岸

地
区
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現計画 改定案
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第４章 海岸保全基本計画の実施にあたって 
 

前章までに、あるべき海岸の姿と、その実現のための施策を示したが、これらの施策につ

いては、地域住民や利用者、市町及び県の関係者が、海岸保全基本計画を十分に理解し、そ

れぞれの立場で協力し一体となって実施することが重要である。ここでは、それぞれの関係

者がこの海岸保全基本計画の実施にあたって配慮すべき事項と関係者の役割について述べる。 

 

１．  計画実施時に配慮すべき事項  
① 関連行政機関との連携と調整 

海岸保全基本計画を、県として適切かつ効果的に遂行するために、関係機関の連携を強化

する必要がある。このために、各海岸管理者等が連絡調整する「庁内連絡協議会」を中心に、

海岸行政に関係する機関との連携を強化し、海岸保全基本計画の推進を行っていく。 

 

② 地域住民や利用者、市町との関係 

海岸の価値が多様化するなか、海岸に対しての様々な要求があり、行政だけではその要求

に対応することが難しくなってきている。したがって、地域にふさわしい海岸保全のため、

海岸に対する共通の認識と各々の役割の認識により、地域住民や利用者、市町及び県がそれ

ぞれの立場から協力し施策を実施することが重要である。そこで県や市は、地域住民などの

団体が行う海岸の美化・愛護活動を支援し、協働して海岸の維持管理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民や利用者：身近に行われている海岸清掃などのボランティア活動や環境学習会

等に参加し、海岸に親しみを持つよう努める。また、地域にふさわ

しい海岸保全への意見や情報を県や市町に提供する。 

市   町   ：地域住民や利用者の活動を支援するとともに、地域住民や利用者か

らの意見を海岸利用のルールづくりや、地域の整備計画などに反映

させる。 

  県     ：海岸災害から地域住民を守るため、自然環境や海岸利用に配慮し、

地域住民や利用者、市町とともに施設整備や日常的な管理を行う。

また、地域での愛護活動の支援、普及や海岸に対する共通の認識づ

くりのため、海岸に関する情報提供を行っていく。 
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第４章 海岸保全基本計画の実施にあたって 
 

前章までに、あるべき海岸の姿と、その実現のための施策を示したが、これらの施策につ

いては、地域住民や利用者、市町及び県の関係者が、海岸保全基本計画を十分に理解し、そ

れぞれの立場で協力し、一体となって実施することが重要である。ここでは、それぞれの関

係者がこの海岸保全基本計画の実施にあたって配慮すべき事項と関係者の役割について述べ

る。 

 

１．  計画実施時に配慮すべき事項  
① 関連行政機関との連携と調整 

海岸保全基本計画を、県として適切かつ効果的に遂行するために、関係機関の連携を強化

する必要がある。このために、各海岸管理者等が連絡調整する「庁内連絡協議会」を中心に、

海岸行政に関係する機関との連携を強化し、海岸保全基本計画の推進を行っていく。 

 

② 地域住民や利用者、市町との関係 

海岸の価値が多様化するなか、海岸に対しての様々な要求があり、行政だけではその要求

に対応することが難しくなってきている。したがって、地域にふさわしい海岸保全のため、

海岸に対する共通の認識と各々の役割により、地域住民や利用者、市町及び県がそれぞれの

立場から協力し、施策を実施することが重要である。そこで県や市町は、地域住民などの団

体が行う海岸の美化・愛護活動を支援し、協働して海岸の維持管理を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民や利用者：身近に行われている海岸清掃などのボランティア活動や環境学習会

等に参加し、海岸に親しみを持つよう努める。また、地域にふさわ

しい海岸保全への意見や情報を県や市町に提供する。 

市   町   ：地域住民や利用者の活動を支援するとともに、地域住民や利用者か

らの意見を海岸利用のルールづくりや、地域の整備計画などに反映

させる。 

  県     ：海岸災害から地域住民を守るため、自然環境や海岸利用に配慮し、

地域住民や利用者、市町とともに施設整備や日常的な管理を行う。

また、地域での愛護活動の支援、普及や海岸に対する共通の認識づ

くりのため、海岸に関する情報提供を行っていく。 

 

現計画 改定案
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地域住民や利用者、市町及び県の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 海岸の情報の蓄積と活用 

海岸の漂砂・沖合いの地形変化、汀線変化等防護面の情報、また水質・底質、漂着ごみ等

の環境面の情報、海水浴やマリンスポーツなどの利用面の情報等を収集・整理し、海岸の実

態の的確な把握に努める。漂砂に関しては、近隣の県との情報の交換を積極的に行っていく。 

これらの情報を踏まえ、より高度な安全性を達成するための技術や自然との調和を目指し

た技術、新たな利用形態に対応する技術などの活用を図っていく。 

市町、地域住民及び利用者等に対して、幅広く海岸に関する情報を発信する。 

 

④ 海岸環境への影響の把握 

海岸保全施設の整備にあたっては、「香川県環境配慮指針」等に基づき、整備区域及び周辺

の環境の現状把握を行うとともに、施設の設置による海岸環境への影響を事前に把握するこ

とに努め、長期的にみても影響が生じないように整備計画を検討する。 

また、整備中及び整備後においても、海岸環境への影響を把握し、適切な対応を図るため、

事後調査等を実施する。 

 

⑤ 事業効果の検討について 

海岸保全施設の整備にあたっては、背後の土地利用の状況を踏まえ、事業費と施設整備に

よって生じる便益を比較し、整備計画が十分な投資効果を有するものであるかどうかを検討

する。 

 

⑥ 計画の見直し 

整備の進捗や防護技術の変化、住民ニーズの変化等の、社会情勢変化に的確に対応するた

めに、必要に応じて、計画を柔軟に見直していくものとする。また、希少野生動植物など環

境に関する情報の充実化に伴い、必要に応じて、計画の見直しを図る。

 

●日常的な維持管理活動 
●市町･県への提案 

●地域情報の提供など 

●地域住民の意見を 

 反映した海岸の管理 
●地域の海岸利用の 

 ルールづくりなど 

●多様な価値を踏まえた施設 

整備と日常的な管理 

●地域の愛護活動の支援･普及 
●共通認識づくりのための情 

報収集、発信 

地域住民、海岸利用者 

市   町 
県 

・海岸に関する共通の認識 

・各々の役割の認識 
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③ 海岸の情報の蓄積と活用 

海岸の漂砂・沖合いの地形変化、汀線変化等防護面の情報、また水質・底質、漂着ごみ等

の環境面の情報、海水浴やマリンスポーツなどの利用面の情報等を収集・整理し、海岸の実

態の的確な把握に努める。漂砂に関しては、近隣の県との情報の交換を積極的に行っていく。 

これらの情報を踏まえ、より高度な安全性を達成するための技術や自然との調和を目指し

た技術、新たな利用形態に対応する技術などの活用を図っていく。 

市町、地域住民及び利用者等に対して、幅広く海岸に関する情報を発信する。 

 

④ 海岸環境への影響の把握 

海岸保全施設の整備にあたっては、「香川県環境配慮指針」等に基づき、整備区域及び周辺

の環境の現状把握を行うとともに、施設の設置による海岸環境や景観面への影響を事前に把

握することに努め、長期的にみても影響が生じないように整備計画を検討する。また、地域

の地形や土地利用、海岸の利用状況など、それぞれの地域特性を踏まえた設計に努める。 

なお、整備中及び整備後においても、海岸環境への影響を把握し、適切な対応を図るため、

事後調査等を実施する。 

 

⑤ 「防護」・「環境」・「利用」のバランスのとれた気候変動への対応について 

海岸整備における今後の津波・高潮対策や気候変動に伴う海面上昇への対応においては、

護岸の嵩上げ等の防護機能の強化は不可欠かつ喫緊の課題である。一方で、一律の護岸の嵩

上げ等は、海岸特有の開放的な景観の阻害や、貴重な動植物の生息環境の消失、地域固有の

文化・歴史的つながりの分断といった、「防護」と「環境・利用」のトレードオフを引き起こ

す懸念がある。 

このため、施設設計にあたっては、背後地の土地利用や住民の海へのアクセス、地域資源

の価値、地域の意見などを十分に踏まえ、地域特性に応じた最適な構造形式や高さの選定に

努める。また、施設整備にあたっては、将来のリスクを一括で解消しようとするのではなく、

海面上昇等の状況をモニタリングしつつ、必要に応じて機能を順次強化する「段階的な整備」

を行う。 

●日常的な維持管理活動 

●市町･県への提案 
●地域情報の提供など 

地域住民、海岸利用者 

・海岸に関する共通の認識 

・各々の役割の認識 

地域住民や利用者、市町および県の関係 

●地域住民の意見を 

 反映した海岸の管理 

●地域の海岸利用の 
 ルールづくりなど 

市   町 
●多様な価値を踏まえた施設 

整備と日常的な管理 

●地域の愛護活動の支援･普及 
●共通認識づくりのための情 

報収集、発信 

県 

現計画 改定案



 

1-114 

⑥ 事業効果の検討について 

海岸保全施設の整備にあたっては、背後の土地利用の状況を踏まえ、事業費と施設整備に

よって生じる便益を比較し、整備計画が十分な投資効果を有するものであるかどうかを検討

する。 

 

⑦ 計画の見直し 

整備の進捗や防護技術の変化、住民ニーズの変化等の、社会情勢変化に的確に対応するた

めに、必要に応じて、計画を柔軟に見直していくものとする。また、希少野生動植物など環

境に関する情報の充実化に伴い、必要に応じて、計画の見直しを図る。 

 

現計画 改定案
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２． 組織体制及び事務分掌 
① 海岸管理者（香川県） 

部局名 課 名 事務分掌 

農政水産部 

土地改良課 
海岸法の施行に関すること 

（農林水産省所管の海岸保全区域に係るものに限る） 

水 産 課 
海岸法の施行に関すること 

（漁港区域に係るものに限る） 

土 木 部 

河川砂防課 

海岸法の施行に関すること 

（国土交通省水管理・国土保全局所管の海岸保全区域および一 

般公共海岸区域に係るもの） 

港 湾 課 
海岸法の施行に関すること 

（港湾区域に係るものに限る） 

 

② 海岸管理に関係のある部局（香川県） 

部局名 課 名 事務分掌 

政 策 部 

政 策 課 県行政の長期的かつ総合的な計画の策定及び推進に関すること 

地域活力推進課 瀬戸内海の振興に関すること 

文化 

芸術局 

文化振興課 文化の振興及び普及に関すること 

瀬戸内国際 

芸術祭推進課 
瀬戸内国際芸術祭の開催に関すること 

危機管理 

総  局 
危機管理課 危機管理の企画及び総合調整に関すること 

環境森林部 

環境政策課 環境行政の総合的な企画及び調整に関すること 

 自然環境保全法の施行に関すること 

みどり保全課 自然公園に関すること 

 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律に関すること 

環境管理課 

瀬戸内海環境保全特別措置法の施行に関すること 

美しく豊かな自然を保護するための海岸における良好な景観及

び環境の保全に係る海岸漂着物等の処理等の推進に関する法律

の施行に関すること 

みどり整備課 みどりの整備に関する施策の企画及び総合調整に関すること 

廃棄物対策課 
廃棄物対策の企画及び調整並びに推進に関すること 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律の施行に関すること 

交流推進部 観光振興課 
観光の振興に関する施策の企画及び調整並びに推進に関する 

こと 

教育委員会 

事 務 局 
生涯学習・文化財課 文化財の保存及び活用に関すること。 
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２． 組織体制及び事務分掌 
① 海岸管理者（香川県） 

部局名 課 名 事務分掌 

農政水産部 

土地改良課 
海岸法の施行に関すること 

（農林水産省所管の海岸保全区域に係るものに限る） 

水 産 課 
海岸法の施行に関すること 

（漁港区域に係るものに限る） 

土 木 部 

河川砂防課 

海岸法の施行に関すること 

（国土交通省水管理・国土保全局所管の海岸保全区域および一 

般公共海岸区域に係るもの） 

港 湾 課 
海岸法の施行に関すること 

（港湾区域に係るものに限る） 

 

② 海岸管理に関係のある部局（香川県） 

部局名 課 名 事務分掌 

政 策 部 

政 策 課 県行政の長期的かつ総合的な計画の策定及び推進に関すること 

地域活力推進課 瀬戸内海の振興に関すること 

文化 

芸術局 

文化振興課 文化の振興及び普及に関すること 

瀬戸内国際 

芸術祭推進課 
瀬戸内国際芸術祭の開催に関すること 

危機管理 

総  局 
危機管理課 危機管理の企画及び総合調整に関すること 

環境森林部 

環境政策課 環境行政の総合的な企画及び調整に関すること 

環境管理課 

瀬戸内海環境保全特別措置法の施行に関すること 

美しく豊かな自然を保護するための海岸における良好な景観及

び環境の保全に係る海岸漂着物等の処理等の推進に関する法律

の施行に関すること 

みどり保全課 

自然環境保全法の施行に関すること 

自然公園に関すること 

鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律に関すること 

森林・林業政策課 みどりの整備に関する施策の企画及び総合調整に関すること 

循環型社会推進課 
廃棄物対策の企画及び調整並びに推進に関すること 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律の施行に関すること 

交流推進部 観光振興課 
観光の振興に関する施策の企画及び調整並びに推進に関する 

こと 

教育委員会 

事 務 局 
生涯学習・文化財課 文化財の保存及び活用に関すること。 

 

 

 

 

 

 

現計画 改定案
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③ 海岸管理に関係のある部局（国の機関） 

部局名 課 名 事務分掌 

農林水産省 中国四国農政局 海岸事業に関する計画・指導に関わること 

国土交通省 

四国地方整備局 

高松港湾・空港 

整備事務所 

港湾区域内の海岸の調査に関わること 

四国地方整備局 

香川河川国道事務所 
海岸の調査に関わること 

海上保安庁 

第六管区海上保安部 
海上汚染の防止に関わること 

水産庁 

漁港漁場整備部 

計画課 
漁港区域内の管理・指導に関わること。 

漁港漁場整備部 

防災漁村課 
海岸事業に関する計画・指導・調査に関わること。 
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③ 海岸管理に関係のある部局（国の機関） 

部局名 課 名 事務分掌 

農林水産省 中国四国農政局 海岸事業に関する計画・指導に関わること 

国土交通省 

四国地方整備局 

高松港湾・空港 

整備事務所 

港湾区域内の海岸の調査に関わること 

四国地方整備局 

香川河川国道事務所 
海岸の調査に関わること 

海上保安庁 

第六管区海上保安部 
海上汚染の防止に関わること 

水産庁 

漁港漁場整備部 

計画課 
漁港区域内の管理・指導に関わること。 

漁港漁場整備部 

防災漁村課 
海岸事業に関する計画・指導・調査に関わること。 
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第２編 讃岐阿波沿岸海岸保全基本計画（徳島県域） 
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第２編 讃岐阿波沿岸海岸保全基本計画（徳島県域） 
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